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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデバイスがマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）または周波数分割多元接続
（ＦＤＭＡ）のうちの少なくとも１つをサポートすると決定することと、
　前記複数のデバイスの第１のセットの各々からの第１の即時応答を懇請する第１のマル
チユーザ（ＭＵ）パケットを生成することと、
　前記複数のデバイスの第２のセットの各々からの第２の即時応答を懇請する第２のＭＵ
パケットを生成すること、ここにおいて、前記第２のＭＵパケットが前記第１のＭＵパケ
ットとは異なる、と、
　送信のために前記第１のＭＵパケットと前記第２のＭＵパケットとを出力することと
　を備え、
　前記第１のＭＵパケットは、スペシャルフレームを備え、
　前記スペシャルフレームは、前記第１の即時応答を送るためにシングルユーザ多入力多
出力（ＳＵ－ＭＩＭＯ）、ＭＵ－ＭＩＭＯ、またはＦＤＭＡのうちの１つを使用するため
の、前記デバイスの第１のセットの各々のための応答タイプを示し、第２のＭＵパケット
は、前記複数のデバイスのうちの第３のセットの各々からの第３の即時応答を懇請し、第
２のＭＵパケットは、前記デバイスの第２のセットまたは前記デバイスの第３のセットが
前記即時応答を送信することができるかどうかを示すカウンタを含むことを特徴とする、
　ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
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　複数のデバイスがマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）または周波数分割多元接続
（ＦＤＭＡ）のうちの少なくとも１つをサポートすると決定するための手段と、
　前記複数のデバイスの第１のセットの各々からの第１の即時応答を懇請する第１のマル
チユーザ（ＭＵ）パケットを生成するための手段と、
　前記複数のデバイスの第２のセットの各々からの第２の即時応答を懇請する第２のＭＵ
パケットを生成するための手段、ここにおいて、前記第２のＭＵパケットが前記第１のＭ
Ｕパケットとは異なる、と、
　送信のために前記第１のＭＵパケットと前記第２のＭＵパケットとを出力するための手
段と
　を備え、
　前記第１のＭＵパケットは、スペシャルフレームを備え、
　前記スペシャルフレームは、前記第１の即時応答を送るためにシングルユーザ多入力多
出力（ＳＵ－ＭＩＭＯ）、ＭＵ－ＭＩＭＯ、またはＦＤＭＡのうちの１つを使用するため
の、前記デバイスの第１のセットの各々のための応答タイプを示し、第２のＭＵパケット
は、前記複数のデバイスのうちの第３のセットの各々からの第３の即時応答を懇請し、第
２のＭＵパケットは、前記デバイスの第２のセットまたは前記デバイスの第３のセットが
前記即時応答を送信することができるかどうかを示すカウンタを含むことを特徴とする、
　ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３】
　決定するための前記手段および生成するための前記手段は、処理システムを備え、出力
するための前記手段は、インターフェースを備える、ワイヤレス通信のための請求項２に
記載の装置。
【請求項４】
　前記スペシャルフレームは、前記第２の即時応答を送るためにＳＵ－ＭＩＭＯ、ＭＵ－
ＭＩＭＯ、またはＦＤＭＡのうちの１つを使用するための、前記デバイスの第２のセット
の各々のための応答タイプも示し、前記スペシャルフレームは、前記応答タイプインジケ
ーションが前記第１の即時応答または前記第２の即時応答のためにＭＵ　ＭＩＭＯまたは
ＦＤＭＡを使用することを示す場合、前記第１の即時応答または前記第２の即時応答を送
るために使用すべき１つまたは複数のパラメータを示す、
　請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　１つまたは複数のパラメータの前記インジケーションは、使用すべき１つまたは複数の
空間ストリーム、使用すべき１つまたは複数のチャネル、使用すべき持続時間、あるいは
使用すべき送信電力のうちの少なくとも１つのインジケーションを備え、
　前記第２のＭＵパケットは、ブロック確認応答（ＢＡ）を備え、
　前記ＢＡは、前記デバイスの第１のセットの各々からの前記即時応答が正常に受信され
たかどうかを示す、
　請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記インターフェースは、ＭＵ　ＭＩＭＯまたはＦＤＭＡを使用してグループキャスト
または送信のために前記ＢＡを出力するように構成される、
　請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記第２のＭＵパケット中のビットは、前記即時応答を懇請し、前記ビットは、逆方向
許可（ＲＤＧ）を備える、
　請求項３に記載の装置。
【請求項８】
　前記第２のＭＵパケットは、前記第１のＭＵパケットに関連するトークン番号に一致す
るトークン番号を有する、
　請求項３に記載の装置。
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【請求項９】
　前記デバイスの第１のセットと前記デバイスの第２のセットとは、同じであるか、また
は異なる、
　請求項３に記載の装置。
【請求項１０】
　前記スペシャルフレームは、前記デバイスの第１のセットと前記デバイスの第２のセッ
トとを示すか、または前記デバイスの第１のセットと前記デバイスの第２のセットとの順
序を示す、
　請求項３に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第２のＭＵパケットがブロック確認応答（ＢＡ）を備え、
　前記ＢＡは、前記デバイスの第１のセットおよび前記デバイスの第３のセットの各々か
らの前記即時応答が正常に受信されたかどうかを示す、
　請求項３に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第２のＭＵパケットが、ブロック確認応答（ＢＡ）とアグリゲートされた他のスペ
シャルフレームを備え、
　前記他のスペシャルフレームは、前記第２の即時応答を送るためにＳＵ　ＭＩＭＯ、Ｍ
Ｕ　ＭＩＭＯ、またはＦＤＭＡのうちの１つを使用するための、前記デバイスの第２のセ
ットの各々のための応答タイプを示し、
　前記スペシャルフレームは、前記応答タイプインジケーションが前記第１の即時応答の
ためにＭＵ　ＭＩＭＯまたはＭＵ　ＦＤＭＡを使用することを示す場合、前記第１の即時
応答を送るために使用すべき１つまたは複数のパラメータを示し、
　前記他のスペシャルフレームは、前記応答タイプインジケーションが前記第２の即時応
答のためにＭＵ　ＭＩＭＯまたはＭＵ　ＦＤＭＡを使用することを示す場合、前記第２の
即時応答を送るために使用すべき１つまたは複数のパラメータを示す、
　請求項３に記載の装置。
【請求項１３】
　前記スペシャルフレームは、前記複数のデバイスの前記第２のセットがスケジュールさ
れるかどうかを示す、
　請求項３に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１のＭＵパケットを生成することは、スペシャルフレームをそれの中に含むＭＵ
－ＭＩＭＯアグリゲート媒体アクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）を
生成することを備え、
　前記第１の即時応答は、前記デバイスの第１のセットの各々からの第１のＭＵ　ＭＩＭ
ＯまたはＦＤＭＡデータフレームを備え、
　各ＭＵ　ＭＩＭＯまたはＦＤＭＡデータフレームは、前記スペシャルフレームを含む前
記ＭＵ　ＭＩＭＯ　Ａ－ＭＰＤＵが正常に受信されたかどうか示す確認応答（ＡＣＫ）を
備える、
　請求項３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第２のＭＵパケットは、前記デバイスの第２のセットの各々のためのＭＵ－ＭＩＭ
Ｏアグリゲート媒体アクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）を備え、
　各ＭＵ　ＭＩＭＯ　Ａ－ＭＰＤＵは、前記第１の即時応答が前記第１のセット中の前記
デバイスのうちの１つから正常に受信されたかどうかを示す確認応答（ＡＣＫ）を含む、
　請求項３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
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　[0001]本出願は、その全体がともに参照により本明細書に組み込まれる、２０１３年１
１月１日に出願された米国仮特許出願第６１／８９９，１２１号、および２０１４年１０
月３０日に出願された米国特許出願第１４／５２８，５２０号の利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、アッ
プリンクマルチユーザ（ＭＵ）フレーム交換のためのフレーム構造およびプロトコルに関
する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信システムに要求される帯域幅要件の増加の問題に対処するために
、高いデータスループットを達成しながら、複数のユーザ端末がチャネルリソースを共有
することによって単一のアクセスポイントと通信することを可能にするための様々な方式
が開発されている。多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術は、通信システムのための普及してい
る技法として現れた１つのそのような手法を表す。ＭＩＭＯ技術は、米国電気電子技術者
協会（ＩＥＥＥ：Institute of Electrical and Electronics Engineers）８０２．１１
規格など、いくつかのワイヤレス通信規格において採用されている。ＩＥＥＥ８０２．１
１は、（たとえば、数十メートルから数百メートルの）短距離通信用にＩＥＥＥ８０２．
１１委員会によって開発されたワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）エア
インターフェース規格のセットを示す。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示のシステム、方法、およびデバイスは、それぞれいくつかの態様を有し、
それらのうちの単一の態様が単独で本開示の望ましい属性を担当するわけではない。次に
、以下の特許請求の範囲によって表される本開示の範囲を限定することなしに、いくつか
の特徴について手短に説明する。この説明を考察すれば、特に「発明を実施するための形
態」と題するセクションを読めば、本開示の特徴が、ワイヤレスネットワークにおけるア
クセスポイントと局との間の改善された通信を含む利点をどのように提供するかが理解さ
れよう。
【０００６】
　[0006]本開示のいくつかの態様は、一般に、アップリンクマルチユーザ（ＭＵ）フレー
ム交換のためのフレーム構造およびプロトコルに関する。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、概して、複数のデバイスが第１の能力を有すると決定することと、複数のデバイスから
の即時応答を懇請する（solicit）ＭＵパケットを生成することとを行うように構成され
る処理システム、ここにおいて、即時応答が確認応答（ＡＣＫ）またはブロックＡＣＫ（
ＢＡ）を備える、と、送信のためにＭＵパケットを出力するように構成されるインターフ
ェースとを含む。
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。本方法は
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、概して、複数のデバイスが第１の能力を有すると決定することと、複数のデバイスから
の即時応答を懇請するＭＵパケットを生成することと、ここにおいて、即時応答がＡＣＫ
またはＢＡを備える、送信のためにＭＵパケットを出力することとを含む。
【０００９】
　[0009]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、概して、複数のデバイスが第１の能力を有すると決定するための手段と、複数のデバイ
スからの即時応答を懇請するＭＵパケットを生成するための手段と、ここにおいて、即時
応答がＡＣＫまたはＢＡを備える、送信のためにＭＵパケットを出力するための手段とを
含む。
【００１０】
　[0010]本開示のいくつかの態様は、複数の局とのワイヤレス通信のためのアクセスポイ
ントを提供する。本アクセスポイントは、概して、少なくとも１つのアンテナと、複数の
デバイスが第１の能力を有すると決定することと、複数のデバイスからの即時応答を懇請
するＭＵパケットを生成することとを行うように構成される処理システム、ここにおいて
、即時応答がＡＣＫまたはＢＡを備える、と、少なくとも１つのアンテナを介して、ＭＵ
パケットを送信するように構成される送信機とを含む。
【００１１】
　[0011]本開示のいくつかの態様は、複数の局とのワイヤレス通信のためのコンピュータ
プログラム製品を提供する。本コンピュータプログラム製品は、概して、複数のデバイス
が第１の能力を有すると決定することと、複数のデバイスからの即時応答を懇請するＭＵ
パケットを生成することと、ここにおいて、即時応答がＡＣＫまたはＢＡを備える、送信
のためにＭＵパケットを出力することとを行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒
体を含む。
【００１２】
　[0012]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、概して、複数のデバイスが第１の能力を有すると決定することと、複数のデバイスの第
１のセットの各々からの第１の即時応答を懇請するＭＵパケットを生成することと、複数
のデバイスの第２のセットの各々からの第２の即時応答を懇請する第２のＭＵパケットを
生成することとを行うように構成される処理システム、ここにおいて、第２のＭＵパケッ
トが第１のＭＵパケットとは異なる、と、送信のために第１のＭＵパケットと第２のＭＵ
パケットとを出力するように構成されるインターフェースとを含む。
【００１３】
　[0013]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。本方法は
、概して、複数のデバイスが第１の能力を有すると決定することと、複数のデバイスの第
１のセットの各々からの第１の即時応答を懇請する第１のＭＵパケットを生成することと
、複数のデバイスの第２のセットの各々からの第２の即時応答を懇請する第２のＭＵパケ
ットを生成することと、ここにおいて、第２のＭＵパケットが第１のＭＵパケットとは異
なる、送信のために第１のＭＵパケットと第２のＭＵパケットとを出力することとを含む
。
【００１４】
　[0014]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、概して、複数のデバイスが第１の能力を有すると決定するための手段と、複数のデバイ
スの第１のセットの各々からの第１の即時応答を懇請する第１のＭＵパケットを生成する
ための手段と、複数のデバイスの第２のセットの各々からの第２の即時応答を懇請する第
２のＭＵパケットを生成するための手段と、ここにおいて、第２のＭＵパケットが第１の
ＭＵパケットとは異なる、送信のために第１のＭＵパケットと第２のＭＵパケットとを出
力するための手段とを含む。
【００１５】
　[0015]本開示のいくつかの態様は、複数の局とのワイヤレス通信のためのコンピュータ
プログラム製品を提供する。本コンピュータプログラム製品は、概して、複数のデバイス
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が第１の能力を有すると決定することと、複数のデバイスの第１のセットの各々からの第
１の即時応答を懇請する第１のＭＵパケットを生成することと、複数の局の第２のセット
の各々からの第２の即時応答を懇請する第２のＭＵパケットを生成することと、ここにお
いて、第２のＭＵパケットが第１のＭＵパケットとは異なる、送信のために第１のＭＵパ
ケットと第２のＭＵパケットとを出力することとを行うための命令を記憶したコンピュー
タ可読媒体を含む。
【００１６】
　[0016]本開示のいくつかの態様は、複数の局とのワイヤレス通信のためのアクセスポイ
ントを提供する。本アクセスポイントは、概して、少なくとも１つのアンテナと、複数の
デバイスが第１の能力を有すると決定することと、複数のデバイスの第１のセットの各々
からの第１の即時応答を懇請する第１のＭＵパケットを生成することと、複数のデバイス
の第２のセットの各々からの第２の即時応答を懇請する第２のＭＵパケットを生成するこ
ととを行うように構成される処理システム、ここにおいて、第２のＭＵパケットが第１の
ＭＵパケットとは異なる、と、少なくとも１つのアンテナを介して、第１のＭＵパケット
と第２のＭＵパケットとを送信するように構成される送信機とを含む。
【００１７】
　[0017]上記および関係する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十
分に説明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図面
に、１つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし、これら
の特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のうちのほんのいくつかを示すも
のであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものとする
。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
　[0018]本開示の上述の特徴が詳細に理解され得るように、添付の図面にその一部を示す
態様を参照することによって、上記で手短に要約されたより具体的な説明が得られ得る。
ただし、その説明は他の等しく有効な態様に通じ得るので、添付の図面は、本開示のいく
つかの典型的な態様のみを示し、したがって、本開示の範囲を限定するものと見なされる
べきではないことに留意されたい。
【図１】本開示のいくつかの態様による、例示的なワイヤレス通信ネットワークの図。
【図２】本開示のいくつかの態様による、例示的なアクセスポイントおよびユーザ端末の
ブロック図。
【図３】本開示のいくつかの態様による、例示的なワイヤレスデバイスのブロック図。
【図４】アクセスポイントと複数の局との間の例示的なダウンリンク（ＤＬ）マルチユー
ザ（ＭＵ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）を示す図。
【図５】本開示のいくつかの態様による、応答フレームのために使用される帯域幅が、応
答を懇請するフレームのために使用される帯域幅に等しい、例示的なフレーム交換を示す
図。
【図６】本開示のいくつかの態様による、応答フレームのために使用される空間ストリー
ムが、応答を懇請するフレームのために使用される空間ストリームに等しい、例示的なフ
レーム交換を示す図。
【図７】本開示のいくつかの態様による、スペシャルフレームが、応答のためのパラメー
タを示すために、応答を懇請するフレームの前に送られる、例示的なフレーム交換を示す
図。
【図８】本開示のいくつかの態様による、スペシャルサブフレームが、応答のためのパラ
メータを示すために、応答を懇請するフレームに続く別個のフレーム中で送られる、例示
的なフレーム交換を示す図。
【図９】本開示のいくつかの態様による、ブロック確認応答要求（ＢＡＲ：block acknow
ledgment request）フレームの一例を示す図。
【図１０】本開示のいくつかの態様による、各局（ＳＴＡ）ごとのＢＡＲフレームを含む
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ＤＬアグリゲート媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ
：aggregated medium access control protocol data unit）の例示的なフレーム交換を
示す図。
【図１１】本開示のいくつかの態様による、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　Ａ－ＭＰ
ＤＵフレームに続く別個のＭＵ物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ：phys
ical layer convergence protocol）プロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）フレーム中
でＳＴＡに送られる各ＳＴＡごとのＢＡＲフレームの例示的なフレーム交換を示す図。
【図１２】本開示のいくつかの態様による、マルチＴＩＤ　ＢＡＲのための例示的なフォ
ーマットを示す図。
【図１３】本開示のいくつかの態様による、マルチＳＴＡ　ＢＡＲのための例示的なフォ
ーマットを示す図。
【図１４】本開示のいくつかの態様による、受信機アドレスフィールドが削除されたマル
チＳＴＡ　ＢＡＲフレームの一例を示す図。
【図１５】本開示のいくつかの態様による、マルチＳＴＡ　ＢＡＲフレームを使用する例
示的なフレーム交換を示す図。
【図１６】本開示のいくつかの態様による、逆方向許可（ＲＤＧ：reverse direction gr
ant）が各ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　Ａ－ＭＰＤＵ中に含まれる、例示的なフレ
ーム交換を示す図。
【図１７】本開示のいくつかの態様による、スペシャルフレームが、第１のＵＬ応答をト
リガするための送信機会の最初に送信され、ＢＡフレームが第２のＵＬ応答をトリガする
、例示的なフレーム交換を示す図。
【図１８】本開示のいくつかの態様による、スペシャルフレームが、ＳＴＡの複数のセッ
トからの応答をトリガするための送信機会の最初に送信される、例示的なフレーム交換を
示す図。
【図１９】本開示のいくつかの態様による、スペシャルフレームが、ＳＴＡの複数のセッ
トからの応答をトリガするための送信機会の最初に送信される、例示的なフレーム交換を
示す図。
【図２０】本開示のいくつかの態様による、第２のスペシャルフレームが、ＳＴＡの異な
るセットからの応答をトリガするためにＢＡ中でアグリゲートされる、例示的なフレーム
交換を示す図。
【図２１】本開示のいくつかの態様による、スペシャルフレームが各ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏ／ＦＤＭＡ　Ａ－ＭＰＤＵ中でアグリゲートされる、例示的なフレーム交換を示す図。
【図２２】本開示のいくつかの態様による、ＵＬ　ＡＣＫがＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤ
ＭＡ　ＰＰＤＵ中でアグリゲートされる、例示的なフレーム交換を示す図。
【図２３】本開示のいくつかの態様による、ＵＬ　ＡＣＫがＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤ
ＭＡ　ＰＰＤＵ中でアグリゲートされ、ＤＬ　ＡＣＫがＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ
　Ａ－ＭＰＤＵ中でアグリゲートされる、例示的なフレーム交換を示す図。
【図２４】本開示のいくつかの態様による、ＵＬ　ＡＣＫがＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤ
ＭＡ　ＰＰＤＵ中でアグリゲートされ、ＤＬ　ＡＣＫおよびスペシャルフレームがＤＬ　
ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　Ａ－ＭＰＤＵ中でアグリゲートされる、例示的なフレーム交
換を示す図。
【図２５】本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信のための例示的な動作を示す
図。
【図２５Ａ】本開示のいくつかの態様による、図２５に示された動作を実行することが可
能な例示的な手段を示す図。
【図２６】本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信のための例示的な動作を示す
図。
【図２６Ａ】本開示のいくつかの態様による、図２６に示された動作を実行することが可
能な例示的な手段を示す図。
【００１９】
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　[0047]理解を容易にするために、可能な場合、各図に共通である同じ要素を指定するた
めに同じ参照番号を使用している。一態様において開示する要素が、具体的な説明なしに
他の態様に対して有益に利用され得ることが企図される。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　[0048]本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、アッ
プリンク（ＵＬ）マルチユーザ（ＭＵ）フレーム交換のためのフレーム構造およびプロト
コルに関する。いくつかの態様は、ＵＬおよび／またはダウンリンク（ＤＬ）ＭＵ多入力
多出力（ＭＩＭＯ）および周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システムにおいて複数のブロ
ック確認応答（ＢＡ）を送信することを可能にするためのプロトコルルールおよび効率的
なフレーム交換シーケンスを提供する。いくつかの態様によれば、マルチＳＴＡ　ＢＡ要
求（ＢＡＲ）フレームが複数の即時ＢＡを同時に懇請し得る。いくつかの態様によれば、
フレーム交換シーケンスはスペシャルサブフレームおよび／または逆方向許可（ＲＤＧ）
を伴う。
【００２１】
　[0049]添付の図面を参照しながら本開示の様々な態様について以下でより十分に説明す
る。ただし、本開示は、多くの異なる形態で実施され得、本開示全体にわたって提示する
任意の特定の構造または機能に限定されるものと解釈されるべきではない。むしろ、これ
らの態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるために与
えるものである。本明細書の教示に基づいて、本開示の範囲は、本開示の他の態様とは無
関係に実装されるにせよ、本開示の他の態様と組み合わせられるにせよ、本明細書で開示
する本開示のいかなる態様をもカバーするものであることを、当業者は諒解されたい。た
とえば、本明細書に記載の態様をいくつ使用しても、装置は実装され得、または方法は実
施され得る。さらに、本開示の範囲は、本明細書に記載する本開示の様々な態様に加えて
またはそれらの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施され
るそのような装置または方法をカバーするものとする。本明細書で開示する本開示のいず
れの態様も、請求項の１つまたは複数の要素によって実施され得ることを理解されたい。
【００２２】
　[0050]「例示的」という単語は、本明細書では、「例、事例、または例示の働きをする
こと」を意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説明するいかなる態様も
、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであるとは限らない。
【００２３】
　[0051]本明細書では特定の態様について説明するが、これらの態様の多くの変形および
置換は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点について説明する
が、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、
本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロ
トコルに広く適用可能であるものとし、それらのいくつかを例として、図および好適な態
様についての以下の説明において示す。発明を実施するための形態および図面は、本開示
を限定するものではなく説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許請求の範囲お
よびそれの均等物によって定義される。
【００２４】
　[0052]本明細書では、ワイヤレス通信の分野における一般に認識されている使用法に一
致する、以下に記載する頭字語を使用することがある。本明細書では、他の頭字語を使用
することもあり、以下のリストにおいて定義されていない場合は、本明細書で最初に出現
する場所で定義する。　
　　ＡＣＫ　　　　　　確認応答　
　　Ａ－ＭＰＤＵ　　アグリゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ag
gregated Media Access Control Protocol Data Unit）　
　　ＡＰ　　　　　　　アクセスポイント　
　　ＢＡ　　　　　　　ブロックＡＣＫ　
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　　ＢＡＲ　　　　　　ブロックＡＣＫ要求　
　　ＣＲＣ............巡回冗長検査（cyclic redundancy check）　
　　ＤＩＦＳ　　　　　分散フレーム間スペース　
　　ＥＯＦ　　　　　　フレームの終了　
　　ＥＩＦＳ　　　　　拡張フレーム間スペース　
　　ＦＣＳ　　　　　　フレーム検査シーケンス　
　　ＩＤ..............識別子　
　　ＩＥＥＥ　　　　　米国電気電子技術者協会　
　　ＬＴＦ............ロングトレーニングフィールド　
　　ＭＡＣ　　　　　　メディアアクセス制御　
　　ＭＳＢ　　　　　　最上位ビット　
　　ＭＩＭＯ　　　　　多入力多出力　
　　ＭＰＤＵ　　　　　ＭＡＣプロトコルデータユニット　
　　ＭＵ..............マルチユーザ　
　　ＭＵ－ＭＩＭＯ　　マルチユーザ多入力多出力　
　　ＮＤＰ　　　　　　ヌルデータパケット　
　　ＯＦＤＭ　　　　　直交周波数分割多重　
　　ＯＦＤＭＡ　　　　直交周波数分割多元接続　
　　ＰＨＹ　　　　　　物理レイヤ　
　　ＰＬＣＰ　　　　　物理レイヤコンバージェンスプロトコル　
　　ＰＰＤＵ　　　　　ＰＬＣＰプロトコルデータユニット　
　　ＰＳＤＵ　　　　　ＰＬＣＰサービスデータユニット　
　　ＱｏＳ　　　　　　サービス品質　
　　ＲＤＧ　　　　　　逆方向許可　
　　Ｓ１Ｇ............サブ１ＧＨｚ　
　　ＳＤＭＡ　　　　　空間分割多元接続　
　　ＳＩＦＳ　　　　　ショートフレーム間スペース（Short Interframe Space）　
　　ＳＩＧ　　　　　　信号　
　　ＳＴＡ　　　　　　局　
　　ＳＴＢＣ..........時空間ブロックコーディング　
　　ＳＴＦ............ショートトレーニングフィールド　
　　ＳＵ..............シングルユーザ　
　　ＴＣＰ　　　　　　伝送制御プロトコル　
　　ＶＨＴ............超高スループット　
　　ＷＬＡＮ　　　　　ワイヤレスローカルエリアネットワーク
【００２５】
　[0053]本明細書で説明する技法は、直交多重化方式に基づく通信システムを含む、様々
なブロードバンドワイヤレス通信システムに使用され得る。そのような通信システムの例
としては、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交周波数分
割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ）システムなどがある。ＳＤＭＡシステムは、複数のユーザ端末に属するデータを同
時に送信するために十分に異なる方向を利用し得る。ＴＤＭＡシステムは、送信信号を異
なるタイムスロットに分割することによって、複数のユーザ端末が同じ周波数チャネルを
共有することを可能にし得、各タイムスロットは異なるユーザ端末に割り当てられる。Ｏ
ＦＤＭＡシステムは、全システム帯域幅を複数の直交サブキャリアに区分する変調技法で
ある、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用する。これらのサブキャリアは、トーン
、ビンなどと呼ばれることもある。ＯＦＤＭでは、各サブキャリアは独立してデータで変
調され得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、システム帯域幅にわたって分散されたサブキャ
リア上で送信するためのインターリーブＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）、隣接するサブキャリア
のブロック上で送信するための局所ＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）、または隣接するサブキャリ
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アの複数のブロック上で送信するための拡張ＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を利用し得る。概し
て、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭでは時間領域で送られる
。
【００２６】
　[0054]本明細書の教示は、様々なワイヤードまたはワイヤレス装置（たとえば、ノード
）に組み込まれ得る（たとえば、その装置内に実装されるか、またはその装置によって実
行され得る）。いくつかの態様では、本明細書の教示に従って実装されるワイヤレスノー
ドはアクセスポイントまたはアクセス端末を備え得る。
【００２７】
　[0055]アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（
「ＲＮＣ」）、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地ト
ランシーバ局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無
線ルータ、無線トランシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット
（「ＥＳＳ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の用語を備えるか、それ
らとして実装されるか、あるいはそれらとして知られ得る。
【００２８】
　[0056]アクセス端末（「ＡＴ」）は、加入者局、加入者ユニット、移動局（ＭＳ）、リ
モート局、リモート端末、ユーザ端末（ＵＴ）、ユーザエージェント、ユーザデバイス、
ユーザ機器（ＵＥ）、ユーザ局、または何らかの他の用語を備えるか、それらとして実装
されるか、あるいはそれらとして知られ得る。いくつかの実装形態では、アクセス端末は
、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワイ
ヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続
機能を有するハンドヘルドデバイス、局（「ＳＴＡ」）、またはワイヤレスモデムに接続
された何らかの他の好適な処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教示する１
つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンまたはスマートフォン）、コン
ピュータ（たとえば、ラップトップ）、タブレット、ポータブル通信デバイス、ポータブ
ルコンピューティングデバイス（たとえば、個人情報端末）、エンターテインメントデバ
イス（たとえば、音楽もしくはビデオデバイス、または衛星ラジオ）、全地球測位システ
ム（ＧＰＳ）デバイス、あるいはワイヤレスまたはワイヤード媒体を介して通信するよう
に構成された他の好適なデバイスに組み込まれ得る。いくつかの態様では、ノードはワイ
ヤレスノードである。そのようなワイヤレスノードは、たとえば、ワイヤードまたはワイ
ヤレス通信リンクを介した、ネットワーク（たとえば、インターネットまたはセルラーネ
ットワークなど、ワイドエリアネットワーク）のための、またはネットワークへの接続性
を与え得る。　
　　　　　例示的なワイヤレス通信システム
【００２９】
　[0057]図１に、アクセスポイントとユーザ端末とをもつ多元接続多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）システム１００を示す。簡単のために、ただ１つのアクセスポイント１１０が図１に
示されている。アクセスポイントは、概して、ユーザ端末と通信する固定局であり、基地
局または何らかの他の用語で呼ばれることもある。ユーザ端末は、固定また移動であり得
、移動局、ワイヤレスデバイス、または何らかの他の用語で呼ばれることもある。アクセ
スポイント１１０は、ダウンリンクおよびアップリンク上で所与の瞬間において１つまた
は複数のユーザ端末１２０と通信し得る。ダウンリンク（すなわち、順方向リンク）はア
クセスポイントからユーザ端末への通信リンクであり、アップリンク（すなわち、逆方向
リンク）はユーザ端末からアクセスポイントへの通信リンクである。ユーザ端末はまた、
別のユーザ端末とピアツーピアで通信し得る。システムコントローラ１３０が、アクセス
ポイントに結合し、アクセスポイントの調整および制御を行う。
【００３０】
　[0058]以下の開示の部分では、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）によって通信することが
可能なユーザ端末１２０について説明するが、いくつかの態様では、ユーザ端末１２０は
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、ＳＤＭＡをサポートしないいくつかのユーザ端末をも含み得る。したがって、そのよう
な態様では、ＡＰ１１０は、ＳＤＭＡユーザ端末と非ＳＤＭＡユーザ端末の両方と通信す
るように構成され得る。この手法は、より新しいＳＤＭＡユーザ端末が適宜に導入される
ことを可能にしながら、より古いバージョンのユーザ端末（「レガシー」局）が企業に配
備されたままであることを都合よく可能にして、それらの有効寿命を延長し得る。
【００３１】
　[0059]システム１００は、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ伝送のために
複数の送信アンテナおよび複数の受信アンテナを採用する。アクセスポイント１１０は、
Ｎap個のアンテナを装備し、ダウンリンク送信では多入力（ＭＩ）を表し、アップリンク
送信では多出力（ＭＯ）を表す。Ｋ個の選択されたユーザ端末１２０のセットは、ダウン
リンク送信では多出力をまとめて表し、アップリンク送信では多入力をまとめて表す。純
粋なＳＤＭＡの場合、Ｋ個のユーザ端末のためのデータシンボルストリームが、何らかの
手段によって、コード、周波数または時間において多重化されない場合、Ｎap≧Ｋ≧１が
成り立つことが望まれる。データシンボルストリームが、ＴＤＭＡ技法、ＣＤＭＡを用い
た異なるコードチャネル、ＯＦＤＭを用いたサブバンドの独立セットなどを使用して多重
化され得る場合、ＫはＮapよりも大きくなり得る。各選択されたユーザ端末は、ユーザ固
有データをアクセスポイントに送信し、および／またはアクセスポイントからユーザ固有
データを受信する。概して、各選択されたユーザ端末は、１つまたは複数のアンテナを装
備し得る（すなわち、Ｎut≧１）。Ｋ個の選択されたユーザ端末は同じまたは異なる数の
アンテナを有することができる。
【００３２】
　[0060]ＳＤＭＡシステムは時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割複信（ＦＤ
Ｄ）システムであり得る。ＴＤＤシステムの場合、ダウンリンクとアップリンクは同じ周
波数帯域を共有する。ＦＤＤシステムの場合、ダウンリンクとアップリンクは異なる周波
数帯域を使用する。ＭＩＭＯシステム１００はまた、伝送のために単一のキャリアまたは
複数のキャリアを利用し得る。各ユーザ端末は、（たとえば、コストを抑えるために）単
一のアンテナを装備するか、または（たとえば、追加コストがサポートされ得る場合）複
数のアンテナを装備し得る。送信／受信を異なるタイムスロットに分割し、各タイムスロ
ットを異なるユーザ端末１２０に割り当てることによってユーザ端末１２０が同じ周波数
チャネルを共有する場合、システム１００はＴＤＭＡシステムでもあり得る。
【００３３】
　[0061]図２に、ＭＩＭＯシステム１００におけるアクセスポイント１１０と２つのユー
ザ端末１２０ｍおよび１２０ｘとのブロック図を示す。アクセスポイント１１０はＮt個
のアンテナ２２４ａ～２２４ｔを装備する。ユーザ端末１２０ｍはＮut,m個のアンテナ２
５２ｍａ～２５２ｍｕを装備し、ユーザ端末１２０ｘはＮut,x個のアンテナ２５２ｘａ～
２５２ｘｕを装備する。アクセスポイント１１０は、ダウンリンクでは送信エンティティ
であり、アップリンクでは受信エンティティである。各ユーザ端末１２０は、アップリン
クでは送信エンティティであり、ダウンリンクでは受信エンティティである。本明細書で
使用する「送信エンティティ」は、ワイヤレスチャネルを介してデータを送信することが
可能な独立動作型の装置またはデバイスであり、「受信エンティティ」は、ワイヤレスチ
ャネルを介してデータを受信することが可能な独立動作型の装置またはデバイスである。
以下の説明では、下付き文字「ｄｎ」はダウンリンクを示し、下付き文字「ｕｐ」はアッ
プリンクを示し、Ｎup個のユーザ端末がアップリンク上の同時送信のために選択され、Ｎ

dn個のユーザ端末がダウンリンク上の同時送信のために選択され、ＮupはＮdnに等しいこ
とも等しくないこともあり、ＮupおよびＮdnは、静的値であり得るか、またはスケジュー
リング間隔ごとに変化することがある。ビームステアリングまたは何らかの他の空間処理
技法がアクセスポイントおよびユーザ端末において使用され得る。
【００３４】
　[0062]アップリンク上では、アップリンク送信のために選択された各ユーザ端末１２０
において、送信（ＴＸ）データプロセッサ２８８は、データソース２８６からトラフィッ
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クデータを受信し、コントローラ２８０から制御データを受信する。ＴＸデータプロセッ
サ２８８は、ユーザ端末のために選択されたレートに関連するコーディングおよび変調方
式に基づいてユーザ端末のためにトラフィックデータを処理（たとえば、符号化、インタ
ーリーブ、および変調）し、データシンボルストリームを与える。ＴＸ空間プロセッサ２
９０は、データシンボルストリームに対して空間処理を実行し、Ｎut,m個の送信シンボル
ストリームをＮut,m個のアンテナに与える。各送信機ユニット（ＴＭＴＲ）２５４は、ア
ップリンク信号を生成するために、それぞれの送信シンボルストリームを受信し、処理（
たとえば、アナログ変換、増幅、フィルタ処理、および周波数アップコンバート）する。
Ｎut,m個の送信機ユニット２５４は、Ｎut,m個のアンテナ２５２からアクセスポイントへ
の送信のためのＮut,m個のアップリンク信号を与える。
【００３５】
　[0063]アップリンク上での同時送信のためにＮup個のユーザ端末がスケジュールされ得
る。これらのユーザ端末の各々は、それのデータシンボルストリームに対して空間処理を
実行し、アップリンク上で送信シンボルストリームのそれのセットをアクセスポイントに
送信する。
【００３６】
　[0064]アクセスポイント１１０において、Ｎap個のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐは、
アップリンク上で送信するすべてのＮup個のユーザ端末からアップリンク信号を受信する
。各アンテナ２２４は、受信信号をそれぞれの受信機ユニット（ＲＣＶＲ）２２２に与え
る。各受信機ユニット２２２は、送信機ユニット２５４によって実行された処理の相補的
な処理を実行し、受信シンボルストリームを与える。ＲＸ空間プロセッサ２４０は、Ｎap

個の受信機ユニット２２２からのＮap個の受信シンボルストリームに対して受信機空間処
理を実行し、Ｎup個の復元されたアップリンクデータシンボルストリームを与える。受信
機空間処理は、チャネル相関行列反転（ＣＣＭＩ：channel correlation matrix inversi
on）、最小平均２乗誤差（ＭＭＳＥ：minimum mean square error）、ソフト干渉消去（
ＳＩＣ：soft interference cancellation）、または何らかの他の技法に従って実行され
る。各復元されたアップリンクデータシンボルストリームは、それぞれのユーザ端末によ
って送信されたデータシンボルストリームの推定値である。ＲＸデータプロセッサ２４２
は、復号データを得るために、そのストリームのために使用されたレートに応じて各復元
されたアップリンクデータシンボルストリームを処理（たとえば、復調、デインターリー
ブ、および復号）する。各ユーザ端末の復号データは、記憶のためにデータシンク２４４
に与えられ、および／またはさらなる処理のためにコントローラ２３０に与えられ得る。
【００３７】
　[0065]ダウンリンク上では、アクセスポイント１１０において、ＴＸデータプロセッサ
２１０が、ダウンリンク送信のためにスケジュールされたＮdn個のユーザ端末のためのト
ラフィックデータをデータソース２０８から受信し、コントローラ２３０から制御データ
を受信し、場合によってはスケジューラ２３４から他のデータを受信する。様々なタイプ
のデータが異なるトランスポートチャネル上で送信され得る。ＴＸデータプロセッサ２１
０は、各ユーザ端末のために選択されたレートに基づいてそのユーザ端末のトラフィック
データを処理（たとえば、符号化、インターリーブ、および変調）する。ＴＸデータプロ
セッサ２１０はＮdn個のダウンリンクデータシンボルストリームをＮdn個のユーザ端末に
与える。ＴＸ空間プロセッサ２２０は、Ｎdn個のダウンリンクデータシンボルストリーム
に対して（本開示で説明するプリコーディングまたはビームフォーミングなどの）空間処
理を実行し、Ｎap個の送信シンボルストリームをＮap個のアンテナに与える。各送信機ユ
ニット２２２は、ダウンリンク信号を生成するために、それぞれの送信シンボルストリー
ムを受信し、処理する。Ｎap個のアンテナ２２４からユーザ端末への送信のためのＮap個
のダウンリンク信号を与えるＮap個の送信機ユニット２２２。
【００３８】
　[0066]各ユーザ端末１２０において、Ｎut,m個のアンテナ２５２はアクセスポイント１
１０からＮap個のダウンリンク信号を受信する。各受信機ユニット２５４は、関連するア
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ンテナ２５２からの受信信号を処理し、受信シンボルストリームを与える。ＲＸ空間プロ
セッサ２６０は、Ｎut,m個の受信機ユニット２５４からのＮut,m個の受信シンボルストリ
ームに対して受信機空間処理を実行し、復元されたダウンリンクデータシンボルストリー
ムをユーザ端末に与える。受信機空間処理は、ＣＣＭＩ、ＭＭＳＥまたは何らかの他の技
法に従って実行される。ＲＸデータプロセッサ２７０は、ユーザ端末のための復号データ
を取得するために、復元されたダウンリンクデータシンボルストリームを処理（たとえば
、復調、デインターリーブ、および復号）する。
【００３９】
　[0067]各ユーザ端末１２０において、チャネル推定器２７８は、ダウンリンクチャネル
応答を推定し、チャネル利得推定値、ＳＮＲ推定値、雑音分散などを含み得る、ダウンリ
ンクチャネル推定値を与える。同様に、チャネル推定器２２８は、アップリンクチャネル
応答を推定し、アップリンクチャネル推定値を与える。各ユーザ端末のコントローラ２８
０は、一般に、そのユーザ端末のダウンリンクチャネル応答行列Ｈdn,mに基づいてユーザ
端末の空間フィルタ行列を導出する。コントローラ２３０は、有効アップリンクチャネル
応答行列Ｈup,effに基づいてアクセスポイントの空間フィルタ行列を導出する。各ユーザ
端末のコントローラ２８０は、フィードバック情報（たとえば、ダウンリンクおよび／ま
たはアップリンク固有ベクトル、固有値、ＳＮＲ推定値など）をアクセスポイントに送り
得る。コントローラ２３０およびコントローラ２８０はまた、それぞれ、アクセスポイン
ト１１０およびユーザ端末１２０における様々な処理ユニットの動作を制御する。
【００４０】
　[0068]図３に、ＭＩＭＯシステム１００内で採用され得るワイヤレスデバイス３０２に
おいて利用され得る様々な構成要素を示す。ワイヤレスデバイス３０２は、本明細書で説
明する様々な方法を実装するように構成され得るデバイスの一例である。ワイヤレスデバ
イス３０２はアクセスポイント１１０またはユーザ端末１２０であり得る。
【００４１】
　[0069]ワイヤレスデバイス３０２は、ワイヤレスデバイス３０２の動作を制御するプロ
セッサ３０４を含み得る。プロセッサ３０４は中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼ばれるこ
ともある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含
み得るメモリ３０６は、命令とデータとをプロセッサ３０４に与える。メモリ３０６の一
部は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含み得る。プロセッサ３０４は
、一般に、メモリ３０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて論理演算および算術演
算を実行する。メモリ３０６中の命令は、本明細書で説明する方法を実装するように実行
可能であり得る。
【００４２】
　[0070]ワイヤレスデバイス３０２はまた、ワイヤレスデバイス３０２と遠隔ロケーショ
ンとの間のデータの送信および受信を可能にするために送信機３１０と受信機３１２とを
含み得るハウジング３０８を含み得る。送信機３１０と受信機３１２とは組み合わせられ
てトランシーバ３１４になり得る。単一または複数の送信アンテナ３１６が、ハウジング
３０８に取り付けられ、トランシーバ３１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイ
ス３０２はまた、複数の送信機と、複数の受信機と、複数のトランシーバとを含み得る（
図示せず）。
【００４３】
　[0071]ワイヤレスデバイス３０２はまた、トランシーバ３１４によって受信された信号
のレベルを検出し、定量化するために使用され得る信号検出器３１８を含み得る。信号検
出器３１８は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりの
エネルギー、電力スペクトル密度および他の信号として検出し得る。ワイヤレスデバイス
３０２はまた、信号を処理する際に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）３
２０を含み得る。
【００４４】
　[0072]ワイヤレスデバイス３０２の様々な構成要素は、データバスに加えて、電力バス
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と、制御信号バスと、ステータス信号バスとを含み得る、バスシステム３２２によって互
いに結合され得る。
【００４５】
　[0073]図４に、本開示のいくつかの態様による、アクセスポイントと複数の局との間の
例示的なダウンリンクマルチユーザ多入力多出力（ＤＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ）を示す。初め
に、ＡＰは、ＤＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を受信するように選択されたＳＴＡのうちの１つ
（たとえば、ＳＴＡ１）に送信要求（ＲＴＳ：Request to Send）メッセージ４０２を送
信し得る。ＭＵ－ＭＩＭＯアグリゲートにおけるすべてのデータが同じ優先度クラスであ
り得る。ＲＴＳメッセージ４０２は、ＭＵ－ＭＩＭＯアグリゲートにおけるデータクラス
の競合パラメータを使用して送られ得る。
【００４６】
　[0074]ＲＴＳメッセージ４０２を受信すると、選択されたＳＴＡ（たとえば、ＳＴＡ１
）はＡＰに送信可（ＣＴＳ：Clear to Send）メッセージ４０４を送信し得る。ＲＴＳメ
ッセージ４０２とＣＴＳメッセージ４０４とは、ショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ
）、データフレームまたは他のメッセージとそれの確認応答（ＡＣＫ）との間の小さい間
隔によって分離され得る。ＣＴＳメッセージ４０４を受信したことに応答して、ＡＰは、
スケジューラ（一般に、図２のスケジューラ２３４など、ＡＰの処理システムの一部）に
よって選択されたＳＴＡにＤＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯデータ４０６を送り得る。ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏデータ４０６を受信するＳＴＡは、アップリンク（ＵＬ）において、図４に示されてい
るように、ＳＴＡ１のためのＢＡから開始し、ＳＴＡ３のためのＢＡで終了する、ＢＡ４
０８を連続して送信し得る。ＳＴＡ　ＢＡ送信はＳＩＦＳによって分離され得る。ＳＴＡ
　ＢＡ送信のための順序およびタイミングは、ＤＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯデータ４０６中で送
られ得る。
【００４７】
　[0075]ＤＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信では、複数のパケットが異なるＳＴＡに向かって同時
に送られる。すべての確認応答（ＡＣＫ）が受信された場合、送信は成功したと見なされ
得る。ＡＣＫが受信されない場合、すべてのパケットがおそらく失敗し、このイベントは
、衝突として合理的に解釈され得る。ＡＣＫのうちのいくつかのみが消失しているが、他
のＡＣＫが受信された場合、このイベントの意味（たとえば、これが衝突であったのか、
ＳＴＡのうちのいくつかのみについての衝突であったのか）および競合ウィンドウ（ＣＷ
）を増加させることに関する適切な反応が定義され得る。たとえば、図４において、ＭＵ
－ＭＩＭＯデータ４０６は、ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、およびＳＴＡ３（アクセス端末１２０
）に送られ、ＢＡは、その後、ＳＴＡ１およびＳＴＡ３の各々から受信され、ＳＴＡ２か
ら受信されなかった。　
　　　　　ＵＬ　ＭＵ確認応答のための例示的なプロトコル
【００４８】
　[0076]無線において、マルチユーザ（ＭＵ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）は、概して、利
用可能なアンテナが、各々が１つまたは複数のアンテナを有する、いくつかの独立したア
クセスポイント（ＡＰ）（たとえば、ＡＰ１１０など）および独立した無線端末（たとえ
ば、ユーザ端末（ＵＴ）１２０）にわたって拡散される、ＭＩＭＯ技術を指す。対照的に
、シングルユーザ（ＳＵ）ＭＩＭＯは、概して、単一のマルチアンテナ送信機が単一のマ
ルチアンテナ受信機と通信することを指す。ＭＵ－ＭＩＭＯの性能は、関与するデバイス
のプリコーディング能力に依拠する。
【００４９】
　[0077] 周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）は、概して、チャネル化プロトコルとして多
元接続プロトコルにおいて使用されるチャネルアクセス方法を指す。ＦＤＭＡは、１つま
たは複数の周波数帯域、またはチャネルの個々の割振りをユーザに与える。他の多元接続
システムのように、ＦＤＭＡは、複数のユーザ間のアクセスを協調させる。直交周波数分
割多元接続（ＯＦＤＭＡ）はＯＦＤＭのマルチユーザバージョンである。多元接続は、サ
ブキャリアのサブセットを個々のユーザに割り当てることによってＯＦＤＭＡにおいて達
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成される。これにより、数人のユーザからの同時低データレート送信が可能になる。
【００５０】
　[0078]いくつかの態様によれば、ＦＤＭＡ送信は、たとえば、各チャネル（たとえば２
０ＭＨｚ）上の複数のＳＵまたはＭＵ　ＰＰＤＵからなり得る。各ＭＵ　ＰＰＤＵはＭＵ
－ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵまたはＦＤＭＡ　ＰＰＤＵのいずれかであり得る。ＦＤＭＡ　ＰＰ
ＤＵはサブ２０ＭＨｚチャネルを割り振り得る。いくつかの態様によれば、ＦＤＭＡ送信
のＰＰＤＵは、ＦＤＭＡと、ＭＵ－ＭＩＭＯと、ＯＦＤＭＡと、同じＰＰＤＵ内の時間ア
グリゲーションとの組合せであり得る。この場合、表記「ＤＬ　ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ」は
、ＤＬ　ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵ、ＤＬ　ＯＦＤＭＡ　Ｐ
ＰＤＵ、または複数のＳＴＡをサービスするためにＤＬ　ＦＤＭＡと、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩ
ＭＯと、時間アグリゲーションとの任意の組合せを行うＰＰＤＵのいずれかを指し得る。
ＭＵ時間アグリゲートＰＰＤＵは、ＭＰＤＵまたはＭＳＤＵが、異なるＳＴＡに対応する
受信機または宛先アドレスを有する、Ａ－ＭＰＤＵまたはＡ－ＭＳＤＵを含む、単一のＰ
ＰＤＵを備え得る。ＭＵ時間アグリゲートＰＰＤＵは、時間分離を用いずにまたは極めて
小さい時間分離を用いて送られたＳＵ　ＰＰＤＵまたはＰＳＤＵのシーケンスを備え得る
。
【００５１】
　[0079]いくつかの態様によれば、以下でより詳細に定義される、確認応答ポリシーはＦ
ＤＭＡ送信の各ＰＰＤＵに適用され得る。その結果、ＦＤＭＡ送信によって生成された即
時応答は、各ＰＰＤＵによって生成された即時応答の組合せであり得る。
【００５２】
　[0080]アップリンク（ＵＬ）ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＵＬ　ＦＤＭＡは、たとえば、ダウ
ンリンク（ＤＬ）ＭＵ物理プロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）に応答して、同時に複
数のブロック確認応答（ＢＡ）を送信するために使用され得る。現在の規格は、ＵＬ　Ｍ
Ｕ－ＭＩＭＯまたはＵＬ　ＦＤＭＡを定義せず、上記の動作モードを可能にしない。
【００５３】
　[0081]したがって、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯおよびＵＬ　ＦＤＭＡの使用がＢＡを送るこ
とを可能にするためのプロトコルルールおよびシグナリングが望ましい。　
　　　ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡを用いた例示的なＵＬ　ＭＵ　ＡＣＫ
【００５４】
　[0082]従来、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵでは、すべての超高スループット（ＶＨ
Ｔ）ＳＴＡにアドレス指定されたＡ－ＭＰＤＵの間の多くとも１つのアグリゲート媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）は、即時応答を懇請す
るＭＰＤＵを含み得る。本明細書で提示するいくつかの態様によれば、この制約は緩和さ
れ得る。
【００５５】
　[0083]本開示は、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵを受信し、ＵＬ　ＭＵ－
ＭＩＭＯまたはＵＬ　ＦＤＭＡが可能である局（ＳＴＡ）によってＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ
／ＦＤＭＡを用いたＡＣＫ／ＢＡを送ることを可能にするための例示的なフレーム交換お
よびＡＣＫシグナリングポリシーを提供する。　
　　　　　　例示的なＡＣＫプロトコルルール
【００５６】
　[0084]本開示は、返答のためにＭＵ－ＭＩＭＯまたはＦＤＭＡリソースを受信側ＳＴＡ
に割り振るために、ＡＣＫポリシーおよびシグナリングの設定を制限するためのルールを
定義し得る。そのようなシグナリングは、どのＳＴＡが即時応答について（たとえば、即
時ＢＡについて）懇請されるべきであるのかと、どのＳＴＡが既存のＡＣＫポリシーイン
ジケーションを使用し得るのかと、どのモードが返答のために使用されるべきであるのか
（たとえば、ＵＬ　ＳＵ－ＭＩＭＯ、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ、またはＵＬ　ＭＵ　ＦＤＭ
Ａ）と、どのパラメータをＭＵ－ＭＩＭＯまたはＦＤＭＡ送信のために使用すべきなのか
とを含み得る。
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【００５７】
　[0085]いくつかの態様によれば、ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ、ＵＬ　ＦＤＭＡ、ま
たはその両方をサポートする複数の高効率ワイヤレス（ＨＥＷ）ＳＴＡ（たとえば、超高
スループット（ＶＨＴ）ＳＴＡ）からの即時応答を懇請するＭＵ　ＰＰＤＵを送信し得る
。したがって、複数のＳＴＡからの、ＭＵ　ＰＤＤＵに対する複数の応答（たとえば、Ａ
ＣＫ／ＢＡ）は同時に可能である。たとえば、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵ中のアド
レス指定されたＳＴＡのすべてが、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ、ＵＬ　ＦＤＭＡ、またはその
両方をサポートする場合、即時応答について、ＳＴＡのいずれも懇請されないか、ＳＴＡ
のうちのいくつかが懇請されるか、またはＳＴＡのすべてが懇請され得る。いくつかの態
様によれば、複数の応答は、異なるストリームおよび／または異なる周波数中にあり得る
。
【００５８】
　[0086]例示的な実装形態では、ＡＰは、即時応答を懇請するＭＰＤＵ（たとえば、ＭＰ
ＤＵは、「即時ＢＡまたは通常ＡＣＫ」を示す）を有する複数のアグリゲート媒体アクセ
ス制御（ＭＡＣ）プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）を含むＭＵ　ＰＰＤＵを送
信することによって、複数の即時応答を懇請し得る。別の例示的な実装形態では、ＡＰは
、逆方向許可（ＲＤＧ）または速度フレーム交換許可を示すＡ－ＭＰＤＵ中の１つまたは
複数のＭＰＤＵを送信することによって、複数の即時応答を懇請し得る。いくつかの態様
によれば、ＲＤＧ許可または速度フレーム交換許可は、受信側ＳＴＡがＡＣＫ／ＢＡまた
はデータを送信し得る送信機会（ＴＸＯＰ）を受信側ＳＴＡに転送し得る。
【００５９】
　[0087]いくつかの態様によれば、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵは、レガ
シー（たとえば、非ＨＥＷ）ＳＴＡとＨＥＷ　ＳＴＡとの混合にアドレス指定され得る（
すなわち、アドレス指定されたＳＴＡのうちのいくつかは、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ、ＵＬ
　ＦＤＭＡ、またはその両方をサポートし、アドレス指定されたＳＴＡのうちのいくつか
はそれらをサポートしない）。レガシーＳＴＡとＨＥＷ　ＳＴＡとの混合にアドレス指定
されたＤＬ　ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵは、１次チャネル上で送られたレガシーＰＰＤＵと、他
のチャネル上で送られた１つまたは複数のＰＰＤＵとであり得る。いくつかの態様によれ
ば、ＡＰが、非ＨＥＷ　ＳＴＡからの即時応答を懇請するＭＵ　ＰＰＤＵを送信した場合
、ＭＵ　ＰＰＤＵを受信する他のＳＴＡは、即時応答について懇請されないことがある。
たとえば、非ＨＥＷ　ＳＴＡにアドレス指定されたＭＵ　ＰＰＤＵ中の物理レイヤコンバ
ージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）サービスデータユニット（ＰＳＤＵ）（たとえば、Ａ
－ＭＰＤＵ）が即時応答を懇請した場合、同じＭＵ　ＰＰＤＵ中の他のＰＳＤＵは即時応
答を懇請することができない。この場合、即時応答を懇請するＭＰＤＵは「即時応答」に
設定され得、他のＳＴＡへのＭＰＤＵは、「ＡＣＫなし」ポリシー、「遅延ＢＡ」ポリシ
ー、または「ＢＡＲ」ポリシーに設定され得る。いくつかの態様によれば、レガシーＳＴ
Ａおよび１つまたは複数のＨＥＷ　ＳＴＡからのアップリンク送信が、適切なＵＬ　ＦＤ
ＭＡまたはＭＵ－ＭＩＭＯプロトコルを使用することによって実行され得るという仮定の
下で、非ＨＥＷ　ＳＴＡにアドレス指定されたＰＳＤＵ、およびＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯま
たはＵＬ　ＦＤＭＡをすべてサポートする１つまたは複数のＨＥＷ　ＳＴＡＳにアドレス
指定されたＰＳＤＵ／ＭＰＤＵは、ＨＥＷ　ＳＴＡからの即時応答を懇請し得る。たとえ
ば、ＨＥＷ　ＳＴＡのためのすべてのＭＰＤＵは「即時応答」に設定され得る。代替的に
、ＳＴＡのいずれも即時応答について懇請されないことがある。たとえば、すべてのＭＰ
ＤＵは「ＡＣＫなし」ポリシーまたは「遅延ＢＡ」ポリシーに設定され得る。したがって
、アドレス指定された非レガシーＳＴＡのいずれも即時応答について懇請されない限り、
単一または複数のＳＴＡが即時応答について懇請され得る。
【００６０】
　[0088]いくつかの態様によれば、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵ中のアドレス指定さ
れたＳＴＡのいずれも、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ、ＵＬ　ＦＤＭＡ、またはその両方をサポ
ートしない場合、ＳＴＡのうちの多くとも単一のＳＴＡが即時応答について懇請され得る
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。例示的な一実装形態では、ＳＴＡのいずれも即時応答について懇請されない。
【００６１】
　[0089]いくつかの態様によれば、ＳＴＡのうちの１つがＵＬ　ＦＤＭＡまたはＵＬ　Ｍ
Ｕ－ＭＩＭＯをサポートしない（たとえば、レガシーＳＴＡまたはＨＥＷ　ＳＴＡがＵＬ
　ＦＤＭＡまたはＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯをサポートしない）場合でも、複数の同時応答が
懇請され得る。たとえば、レガシーＳＴＡは１次チャネル上で通常のＳＵ送信で応答し得
るが、他の可能なＳＴＡは他のチャネル上で同時に応答し得る。場合によっては、可能な
ＳＴＡは、他のＳＴＡによる他のチャネル／ストリーム上でのＵＬ－ＦＤＭＡまたはＵＬ
　ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を選好するために、帯域幅を制限することまたは１次チャネル中の
それの応答の空間ストリームの数を制限することによって、ＵＬ　ＦＤＭＡまたはＵＬ　
ＭＵ－ＭＩＭＯを部分的にサポートし得る。　
　　　　　ＡＣＫのための応答タイプのインジケーション
【００６２】
　[0090]いくつかの態様によれば、即時応答を送るように要求される各受信側ＳＴＡは、
即時返答（たとえば、ＡＣＫ／ＢＡ）がどのように送られるべきであるのかを知るか、ま
たはそれを示され得る。たとえば、要求されたＳＴＡは、ＳＵ－ＭＩＭＯで返答すべきな
のか、ＭＵ－ＭＩＭＯで返答すべきなのか、ＦＤＭＡで返答すべきなのかを知るか、また
はそれを示され得る。使用されるべきＰＨＹプリアンブルモードは、返答すべきである技
法に応じて異なり得る。
【００６３】
　[0091]ＰＨＹヘッダを除く、ＤＬ　ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡまたはＭＵ時間アグリゲートＰ
ＰＤＵでは、データ部分は、意図された（たとえば、アドレス指定された）ＳＴＡのみに
よって受信され得る。ＡＣＫポリシーがデータ部分中に含まれ得るので、各ＳＴＡは、他
のＳＴＡのために設定された、ＡＣＫポリシー、またはデータ部分中に含まれる任意の他
の設定を知らないことがある。したがって、各ＳＴＡは、応答のタイプを個々におよびロ
バストに通知され得る。
【００６４】
　[0092]オプション１：いくつかの態様によれば、各ＭＰＤＵまたはＰＳＤＵ中で各ＳＴ
Ａのための応答タイプインジケーションが追加され得る。たとえば、１または２ビットが
、応答のどのモードが使用されるべきであるか（たとえば、ＵＬ　ＳＵ－ＭＩＭＯ、ＵＬ
　ＭＵ－ＭＩＭＯ、またはＵＬ　ＦＤＭＡ）を示し得る。各ＭＰＤＵ中の応答タイプイン
ジケーションの場合、インジケーションは、サービス品質（ＱｏＳ）制御フィールド、Ｈ
ＴまたはＶＨＴ制御フィールド、フレーム制御（ＦＣ）フィールド、ＭＰＤＵに先行する
Ａ－ＭＰＤＵデリミタ、拡張ＭＡＣヘッダ、または追加のフィールドをもつＡ－ＭＰＤＵ
デリミタ中に含まれ得る。ＰＳＤＵ中の応答タイプインジケーションの場合、インジケー
ションは、たとえば、サービスフィールド中に含まれ得る。代替的に、インジケーション
はＰＨＹヘッダ中に含まれ得る。
【００６５】
　[0093]オプション２：いくつかの態様によれば、応答タイプを示すための第２のオプシ
ョンは、ＳＴＡが応答タイプおよびパラメータを知ることができる追加の「スペシャル」
フレームをＡ－ＭＰＤＵにアグリゲートすることであり得る。たとえば、スペシャルサブ
フレームが受信された場合、ＳＴＡは、スペシャルサブフレームによって定義された割振
りに従って返答し得る。いくつかの態様によれば、スペシャルサブフレームは、応答のた
めのスケジュールに関連するトークン番号を有し得、ＳＴＡは、スケジュールに従って返
答し得る。代替的に、スペシャルサブフレームが受信されない場合、ＳＴＡは、ＳＵ－Ｍ
ＩＭＯ送信で返答することを知り得るか、または、ＳＴＡは、返答しないことを知り得る
。
【００６６】
　[0094]オプション３：いくつかの態様によれば、第３のオプションは第１のオプション
と第２のオプションとの組合せであり得る。たとえば、（ＭＰＤＵ、ＰＳＤＵ、またはＰ
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ＨＹヘッダ中の）１または２ビットが、（たとえば、第１のオプションの場合のように）
ＳＴＡのためのどのモードを応答のために使用すべきかを示し得る。応答タイプがＳＵ－
ＭＩＭＯであることを１または２ビットが示す場合、ＳＴＡはＳＵ送信で返答し得る。し
かしながら、応答タイプがＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡであることを１または２ビットが示
す場合、および（たとえば、第２のオプションの場合のように）スペシャルフレームが受
信された場合、ＳＴＡは、スペシャルサブフレームによって定義された割振りに従って返
答し得る。代替的に、応答タイプがＭＵであることを１または２ビットが示す場合、およ
びスペシャルフレームが受信されない場合、ＳＴＡは、返答しないことを知り得る。
【００６７】
　[0095]オプション４：いくつかの態様によれば、第４のオプションは、即時返答がどの
ように送られるべきであるのかに関する、ＡＰと受信側ＳＴＡとの間の「静的」合意を定
義することであり得る。いくつかの態様によれば、合意は、ＳＴＡごとであるか、ＳＴＡ
のグループごとであるか、またはワイヤレス規格において静的に定義され得る。即時返答
のための合意されたモードは、管理フレーム中で（たとえば、ビーコン、プローブ応答、
またはアクションフレーム中で）ＡＰによって通信され得る。例示的な実装形態では、Ｄ
Ｌ　ＭＵ－ＭＩＭＯ送信のために使用される各ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯグループＩＤは、即
時返答のために使用されるべきであるモード（たとえば、ＵＬ　ＳＵ－ＭＩＭＯ、ＵＬ　
ＭＵ－ＭＩＭＯ、またはＵＬ　ＭＵ　ＦＤＭＡ）に関連し得る。この場合、アクションフ
レーム（たとえば、８０２．１１ａｃグループＩＤアクションフレーム）は、ユーザ位置
アレイフィールド中にまたは新しいグループごとフィールド（new per group field）中
に１または２ビットを含め得る。
【００６８】
　[0096]オプション５：別の例示的な実装形態では、受信されたＰＰＤＵのタイプに基づ
いて使用されるべき応答のタイプを導出するためのルールが（たとえば、ワイヤレス規格
において）定義され得る。たとえば、ＤＬ　ＳＵ　ＰＰＤＵが受信された場合、返答はＳ
Ｕを使用し得、ＤＬ　ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵが受信された場合、返答はＦＤＭＡを使用し得
、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵが受信された場合、返答はＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯを使
用し得る。
【００６９】
　[0097]いくつかの態様によれば、ＡＰは、単に、ビーコン、関連付け応答、または管理
フレーム中で、ＵＬ　ＦＤＭＡ／ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＢＡがアクティブ化されるか否かを示
し得る。　
　　　　　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡを使用した応答のためのパラメータのインジケーシ
ョン
【００７０】
　[0098]いくつかの態様によれば、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＦＤＭＡが即時応答のた
めに使用されるべきであるとＳＴＡが決定する（たとえば、それについてインジケーショ
ンを受信するか、導出するか、静的に合意するか、または構成される）場合、ＳＴＡはま
た、応答のためにどのパラメータを使用すべきかを知り得る。応答パラメータは、たとえ
ば、即時応答のためにどの空間ストリーム／チャネルを使用すべきか、どんな持続時間を
使用すべきか、およびどんな電力を使用すべきかを含み得る。いくつかの態様によれば、
これらのパラメータうちの１つまたは複数は、以下のオプションまたはそれらの組合せの
うちの任意の１つを用いて示され得る（たとえば、いくつかのパラメータは、あるオプシ
ョンに従って搬送され、他のパラメータは別のオプションに従って搬送され得る）。
【００７１】
　[0099]オプション１：いくつかの態様によれば、応答パラメータを示すための第１のオ
プションは、即時応答帯域幅（ＢＷ）ならびに変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）の
ための既存のルールを拡張することであり得る。たとえば、応答フレームの帯域幅および
チャネルは、図５に示されているように、懇請するフレームの帯域幅およびチャネルに等
しくなり得る。図５に示されたフレーム交換５００に示されているように、ＳＴＡ２から
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の即時応答を懇請するために使用される帯域幅５０２は、返答のためにＳＴＡ２によって
使用される帯域幅５０４（ＢＡ　ＳＴＡ２）に等しい。同様に、ＳＴＡ１からの即時応答
を懇請するために使用される帯域幅５０６は、返答のためにＳＴＡ１によって使用される
帯域幅５０８（ＢＡ　ＳＴＡ１）に等しい。いくつかの態様によれば、懇請するフレーム
がＤＬ　ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵである場合、応答フレームの帯域幅は、返答している特定の
受信側ＳＴＡに送信するためにのみ使用される、懇請するフレームの帯域幅に等しくなり
得る。いくつかの態様によれば、ＭＣＳは、要求ＭＣＳに応じて導出され得、また、帯域
幅を考慮し得る。いくつかの態様によれば、マッピングは、ワイヤレス規格によって定義
され得るか、またはＡＰによって示され得る。
【００７２】
　[0100]いくつかの態様によれば、応答の帯域幅は、ＡＰによって、または規格によって
ある値に固定され得、一例として、帯域幅は、すべての応答側について等しい値に設定さ
れ得る。一例として、応答は、各ＳＴＡによって、またはすべてのＳＴＡによってサポー
トされる最も小さい応答に設定され得る。
【００７３】
　[0101]いくつかの態様によれば、ＳＴＡは、図６に示されているように、懇請するフレ
ームの同じ空間ストリーム（たとえば、空間ストリームの数および位置）を使用して応答
フレームを送り得る。図６に示されたフレーム交換６００に示されているように、ＳＴＡ
２に対する懇請するフレームは第１の空間ストリーム６０２を使用し得、ＳＴＡ２は、同
じ空間ストリーム６０４を使用して返答し得る。同様に、ＳＴＡ１に対する懇請するフレ
ームは第２の空間ストリーム６０６を使用し得、ＳＴＡ１は、同じ空間ストリーム６０８
を使用して返答し得る。いくつかの態様によれば、受信側ＳＴＡおよび懇請するＡＰは、
同じ空間ストリームまたは同数の空間ストリームの送信をサポートしないことがある。こ
の場合、ＳＴＡは、Ｎ個の空間ストリームのあらかじめ定義されたサブセットを使用し得
る。ＡＰは、ＳＴＡのサポートされるストリームに気づいていることがあり、たとえば、
空間ストリームのあらかじめ定義されたサブセット上でのみ送信し得る。一例として、Ａ
Ｐが以下のストリーム割振り｛１および２、３および４、５および６、７および８｝を用
いてＳＴＡ１～４をサービスすると仮定する。ＳＴＡ１および２は、それぞれストリーム
１および２、３および４上で応答し得るが、ＳＴＡ３および４は、それぞれストリーム５
および７上で応答し得、２つのストリームを使用することが可能でない。いくつかの態様
によれば、Ｎ個の空間ストリームのサブセットはワイヤレス規格において定義され得る。
一例として、ＡＰまたは規格は、すべての応答が１つの空間ストリームのみを用いて送ら
れなければならないことを示し得る。応答ＳＴＡへの空間ストリームの割当ては、グルー
プＩＤによって、またはＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵ中のＳＴＡ識別子のリストによって示され
るように、ＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵにおいて定義される同じＳＴＡ順序に従い得る。いくつ
かの態様によれば、応答のための持続時間は、ＡＰによって固定され得るか、またはＡＰ
によってＳＴＡに示され得る。
【００７４】
　[0102]オプション２：いくつかの態様によれば、応答パラメータを示すための第２のオ
プションは、パラメータがＡＰとＳＴＡとの間で事前合意される場合であり得る。いくつ
かの態様によれば、事前合意されたパラメータは交換され得る。たとえば、事前合意され
たパラメータは、（たとえば、プローブ応答または関連付け応答中で）ＳＴＡがＡＰに関
連するときに交換され得る。別の例では、ＡＰは、ＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵを送る前のある
時間に各ＳＴＡまたはＳＴＡのグループに送られた管理／制御フレーム中で、事前合意さ
れたパラメータを示し得る。たとえば、ＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵを送る前に、ＡＰは、図７
に示されているように、事前合意されたパラメータを示すスペシャルフレームを送り得る
。図７に示されたフレーム交換７００に示されているように、スペシャルフレーム７０２
は、それぞれ、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１からの即時応答を懇請するフレーム７０４（ＤＬ
　ＳＴＡ２）および７０８（ＤＬ　ＳＴＡ１）の前に送られる。スペシャルフレーム７０
２は、それぞれ、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１からの応答フレーム７０６（ＢＡ　ＳＴＡ２）
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および７１０（ＢＡ　ＳＴＡ１）のための事前合意されたパラメータを与え得る。
【００７５】
　[0103]代替的に、ＡＰは、事前合意されたパラメータを交換するために、ＤＬ　ＭＵ　
ＰＰＤＵの直前に管理アクションフレームを送り得る。いくつかの態様によれば、事前合
意されたパラメータはワイヤレス規格において定義され得る（たとえば、すべてのＢＡは
、最小帯域幅をもつ１つのストリームを使用し得る）。
【００７６】
　[0104]オプション３：いくつかの態様によれば、応答パラメータは静的に割り振られ得
る。たとえば、第３のオプションでは、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ送信のために使用される各
グループＩＤは、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ返答またはＵＬ　ＦＤＭＡ返答のいずれかのため
に使用されるべきパラメータの一部または全部に関連し得る。いくつかの態様によれば、
グループＩＤは、受信されたＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵのＰＨＹプリアンブル中で受信され得
る。一例として、グループＩＤは、ＵＬ応答のための帯域幅およびストリーム割振りに関
連し得る。
【００７７】
　[0105]オプション４：第４のオプションでは、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯおよびＵＬ　ＦＤ
ＭＡ返答のための応答パラメータは、動的に割り振られ、受信されたＤＬ　ＰＳＤＵ中で
各ＳＴＡに示され得る。たとえば、パラメータは、各ＭＰＤＵ中に（たとえば、ＱｏＳ制
御フィールド中にまたはＦＣフィールド中に）、ＭＰＤＵに先行するＡ－ＭＰＤＵデリミ
タ中に、または拡張ＭＡＣヘッダ中に含まれ得る。パラメータはまた、ＰＳＤＵ中に（た
とえば、サービスフィールド中に）、またはＰＨＹヘッダ中に（たとえば、信号（ＳＩＧ
）フィールドのうちの１つ中に）含まれ得る。この場合、応答のために使用されるべきパ
ラメータを示すフィールドの存在は、以下のオプション、すなわち、ＱｏＳ制御フィール
ド中の予約済みビットの使用、ＨＴ制御フィールド中の予約済みビットの使用、サービス
フィールド中の予約済みビットの使用、Ａ－ＭＰＤＵデリミタ中の予約済みビットの使用
のうちの１つによってシグナリングされるか、またはＤＬ　ＰＰＤＵのタイプがＤＬ　Ｍ
Ｕ－ＭＩＭＯであるのかＤＬ　ＯＦＤＭＡであるのかによって暗黙的に示され得る。
【００７８】
　[0106]オプション５：いくつかの態様によれば、応答パラメータを示すための第５のオ
プションは、Ａ－ＭＰＤＵ中でアグリゲートされるスペシャルフレームにおけるものであ
り得る。いくつかの態様によれば、各スペシャルフレームは１つのＳＴＡによって受信さ
れ得、そのＳＴＡのみのためにパラメータ情報を含み得る。代替的に、（１つまたは複数
の）スペシャルフレーム（たとえば、ＳＴＡごとの１つのスペシャルフレームまたは単一
のブロードキャストスペシャルフレーム）は、図８に示されているように、データＤＬ　
ＰＰＤＵに続く別個のＰＰＤＵ中で送られ得る。図８に示されたフレーム交換８００に示
されているように、それぞれ、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１からの即時応答８０６（ＢＡ　Ｓ
ＴＡ２）および８１０（ＢＡ　ＳＴＡ１）のためのパラメータを示すスペシャルフレーム
８０４は、それぞれ、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１からの即時応答を懇請するＤＬ　ＰＰＤＵ
８０２（ＤＬ　ＳＴＡ２）および８０８（ＤＬ　ＳＴＡ１）に続く別個のＤＬ　ＰＰＤＵ
中で送られ得る。スペシャルフレームはトリガフレームまたは変更されたＢＡＲフレーム
であり得る。　
　　　　　ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡを用いた例示的なＢＡＲフレーム
【００７９】
　[0107]上記で説明したように、本開示のいくつかの態様によれば、ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ
－ＭＩＭＯ、ＵＬ　ＦＤＭＡ、またはその両方をすべてサポートする複数のＨＥＷ　ＳＴ
Ａ（たとえば、ＶＨＴ　ＳＴＡ）からの即時応答を懇請し得る。たとえば、ＤＬ　ＭＵ－
ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵは、受信側ＨＥＷ　ＳＴＡからの即時ＢＡまたはＡＣＫ応
答を懇請する「即時ＢＡまたはＡＣＫ応答」ポリシーをもつＭＰＤＵを有するＨＥＷ　Ｓ
ＴＡにアドレス指定された２つ以上のＰＳＤＵを有し得る。また、上記で説明したように
、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＵＬ　ＦＤＭＡが返答のための送信モードとして使用され
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るべきである場合、懇請されたＳＴＡが、返答のためにどの送信モード（たとえば、ＳＵ
、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ、またはＵＬ　ＦＤＭＡ）を使用すべきか、および返答のために
どんなパラメータを使用すべきかを知ることが望ましいことがある。
【００８０】
　[0108]返答のタイプと、返答のために使用すべき応答パラメータとを示すための様々な
オプションが上記で与えられた。上記で説明したいくつかの実装形態では、応答パラメー
タはスペシャルフレーム中に含まれ得る。スペシャルフレームが正しく復号されない場合
、受信側ＳＴＡは応答しない。　
　　　　　例示的なＳＵ　ＢＡＲフレーム
【００８１】
　[0109]いくつかの態様によれば、ブロック確認応答（ＢＡ）についてポーリングする（
たとえば、懇請する）ために、ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）フレームが使用され得る
。上記で説明したように、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＵＬ　ＦＤＭＡは、同時に複数の
ＢＡを送信するために使用され得、したがって、複数の即時応答を懇請することができる
ＢＡＲフレームを定義することが有用であり得る。
【００８２】
　[0110]本開示のいくつかの態様によれば、複数のＵＬ即時応答を懇請するために、なら
びにＢＡを送るためのリソースの割振りを行うためにＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵ中で使用され
得る、追加情報を搬送するＳＵ　ＢＡＲが定義される。
【００８３】
　[0111]本開示のいくつかの態様によれば、ＢＡＲフレームは、ＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵの
一部であるＡ－ＭＰＤＵ中でアグリゲートされ得、ＢＡＲフレームは単一のユーザをター
ゲットにし得る。たとえば、ＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵの受信側である各ＳＴＡは、ＢＡを要
求し、そのＳＴＡが返答するためのリソースを許可する、潜在的に異なるＢＡＲを受信し
得る。各ＳＴＡは異なるリソースを許可され得る。
【００８４】
　[0112]上述のように、ＢＡを要求することに加えて、ＢＡＲフレームはまた、ＢＡのた
めのリソースを割り振られ、返答のための送信モードを示し、返答のために使用されるべ
きパラメータを示し得る。いくつかの態様によれば、応答タイプおよび／または応答パラ
メータを示すために、既存のＢＡＲフレーム中の予約済みビットを使用すること、または
既存のＢＡＲフレームにフィールドを追加することが望ましいことがある。図９に、本開
示のいくつかの態様による、例示的なＢＡＲフレーム９００を示す。図９に示されている
ように、ＢＡＲフレーム９００は、フレーム制御フィールド９０２と、持続時間／ＩＤフ
ィールド９０４と、受信機アドレスフィールド９０６と、送信機アドレスフィールド９０
８と、ＢＡＲ制御フィールド９１０と、ＢＡＲ情報フィールド９１２と、フレーム検査シ
ーケンスフィールド９１４とを含み得る。いくつかの態様によれば、ＢＡＲ制御フィール
ド９１０中の８つの予約済みビットのうちのいくつかが、応答のためのリソース割振りを
示すために可変長ＢＡＲ情報フィールド９１２のために使用され得る。いくつかの態様に
よれば、ＢＡＲ情報フィールド９１２の１または２ビットは、応答のどのモードが使用さ
れるべきであるか（たとえば、ＳＵ、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ、またはＵＬ　ＦＤＭＡ）を
示すために使用され得る。たとえば、ＳＵは００によって示され得、ＭＵ－ＭＩＭＯは０
１によって示され得、ＦＤＭＡは１０によって示され得る。ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯまたは
ＵＬ　ＦＤＭＡが使用されるべきである場合、使用されるべきパラメータ（たとえば、応
答ＰＰＤＵの持続時間、空間ストリーム／チャネル割振り、および電力割振り）も、上記
で説明したようにＢＡＲフレーム中のビットによって示され得る。応答パラメータが示さ
れない場合、デフォルトのまたは事前合意された応答パラメータが使用され得る。
【００８５】
　[0113]いくつかの態様によれば、すべてのデータＭＰＤＵのためのＢＡポリシーはＢＡ
に設定され得（即時応答なし）、したがって、ＢＡＲが正しく受信されない場合、即時応
答は生成されない。
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【００８６】
　[0114]図１０に、本開示のいくつかの態様による、各ＳＴＡごとのＢＡＲフレームを含
むＤＬ　Ａ－ＭＰＤＵの例示的なフレーム交換１０００を示す。図１０に示されているよ
うに、各ＳＴＡのための異なるＢＡＲフレームが各ＳＴＡのためのＤＬ　Ａ－ＭＰＤＵ中
でアグリゲートされ得る。たとえば、ＢＡＲフレーム１００２（ＤＬ　ＳＴＡ２＋ＢＡＲ
２）およびＢＡＲフレーム１００４（ＤＬ　ＳＴＡ１＋ＢＡＲ１）は、Ａ－ＭＰＤＵにア
グリゲートされ得、それぞれ、ＳＴＡ２および１からのＢＡ１００６（ＢＡ　ＳＴＡ２）
および１００８（ＢＡ　ＳＴＡ１）を懇請し得る。
【００８７】
　[0115]いくつかの態様によれば、ＢＡＲフレームはＤＬ　Ａ－ＭＰＤＵ中でアグリゲー
トされないことがある。図１１に、本開示のいくつかの態様による、ＤＬ　Ａ－ＭＰＤＵ
フレームに続く別個のＭＵ物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）プロトコ
ルデータユニット（ＰＰＤＵ）フレーム中でＳＴＡに送られる各ＳＴＡごとのＢＡＲフレ
ームの例示的なフレーム交換１１００を示す。図１１に示されているように、ＢＡＲフレ
ーム１１０６および１１０８は、それぞれ、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１にアドレス指定され
たデータＰＳＤＵ１１０２および１１０４を有するＤＬ　Ａ－ＭＰＤＵに続く別個のＤＬ
　ＰＰＤＵ中で送られ得る。　
　　　　　例示的なマルチＳＴＡ　ＢＡＲフレーム
【００８８】
　[0116]いくつかの態様によれば、ＢＡを複数のＳＴＡに要求するために、マルチＳＴＡ
　ＢＡＲフレームが使用され得る。いくつかの態様によれば、マルチＳＴＡ　ＢＡＲフレ
ームは、ＢＡを送るように要求される複数のＳＴＡを対象とする、ブロードキャストまた
はマルチキャストフレームとして送られ得る。上記で説明するＳＵ　ＢＡＲフレームの場
合のように、マルチＳＴＡ　ＢＡＲフレームも、各ＳＴＡが、ＢＡを送るために使用し得
るリソースのためのインジケーションを含み得る。
【００８９】
　[0117]いくつかの態様によれば、マルチＳＴＡ　ＢＡＲは、図１２に示されているよう
に、マルチトラフィックインジケータ（ＴＩＤ：traffic indicator）ＢＡＲフレームの
フォーマットを使用し得る。マルチＳＴＡ　ＢＡＲは、ＢＡＲがマルチＳＴＡ　ＢＡＲで
あること、どのＳＴＡが受信側であるか、許容応答の持続時間、およびＵＬ　ＭＵ－ＭＩ
ＭＯまたはＵＬ　ＦＤＭＡにおける返答のためのリソース割振りを示すために、ＢＡＲ制
御フィールド中の、ＴＩＤごと情報フィールド（PER-TID information field）中の、ま
たは他の既存のフィールド中の予約済みビットのうちのいくつかを使用し得る。たとえば
、各ＴＩＤについて、Ｂａｒ情報フィールド９１２は、ＴＩＤごと情報サブフィールド１
２０２と、ブロックＡｃｋ開始シーケンス制御サブフィールド１２０４とを含み得る。
【００９０】
　[0118]いくつかの態様によれば、マルチＳＴＡ　ＢＡＲフレームは、ＢＡＲが、フレー
ム制御（ＦＣ）フィールド中の新しいサブタイプまたは拡張タイプを使用するマルチＳＴ
Ａ　ＢＡＲであるというインジケーションを含み得る。たとえば、ＦＣフィールド中の１
つの予約済みビットを使用すること。代替的に、ブロードキャスト／マルチキャスト宛先
アドレスを用いてＢＡＲを送ることは、ＢＡＲがマルチＳＴＡ　ＢＡＲフレームであるこ
とを示し得る。
【００９１】
　[0119]いくつかの態様によれば、どのＳＴＡが受信側であるかを示すことが、各ＳＴＡ
の部分またはローカル識別子（たとえば、各ＳＴＡのＡＩＤ、部分ＡＩＤ、または部分Ｍ
ＡＣアドレス）を示すためにＴＩＤごとフィールド１２０２中の１２個の予約済みビット
を使用することによって達成され得る。
【００９２】
　[0120]いくつかの態様によれば、許容応答の持続時間を示すことが、許容応答ＰＰＤＵ
持続時間を示すためにＢａｒ制御フィールド中の予約済みビット１２０６を使用すること



(23) JP 6625531 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

によって達成され得る。また、持続時間フィールド９０２が許容ＰＰＤＵ持続時間を示す
と仮定され得る。
【００９３】
　[0121]いくつかの態様によれば、ＳＴＡがＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＵＬ　ＦＤＭＡ
中で送るためのリソース割振りを示すことが、各ＳＴＡのための空間ストリーム／チャネ
ル割振りおよび電力制御を含めることによって達成され得る。
【００９４】
　[0122]いくつかの態様によれば、現在のＢＡＲフレームフォーマットは、図１３に示さ
れているように、１３１０においてＢＡＲ情報フィールドに１または２バイトを追加する
ことによって、たとえば、上述の割振りインジケーション（たとえば、ＳＴＡごとの空間
ストリーム／チャネル割振りおよび電力制御）を含むＴＩＤごと情報フィールド１２０２
を拡大することによって変更され得る。現在のＢＡＲフレームフォーマットの別の可能な
変更は、図１４に示されているように、ブロードキャストされると仮定される、受信機ア
ドレスフィールド９０６を削除することであり得る。この場合、フレームのタイプは、受
信機が新しいフォーマットを正しくパースすることができるように、新しいタイプである
必要があり得る。
【００９５】
　[0123]図１５に、本開示のいくつかの態様による、マルチＳＴＡ　ＢＡＲフレームを使
用する例示的なフレーム交換１５００を示す。図１５に示されているように、単一のマル
チＳＴＡ　ＢＡＲフレーム１５０６は、それぞれ、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１にアドレス指
定されたデータＰＳＤＵ１５０２および１５０４を有するＤＬ　Ａ－ＭＰＤＵに続く別個
のＤＬ　ＰＰＤＵ中で送られ得、ＢＡ１５０８および１５１０をそれぞれＳＴＡ２および
ＳＴＡ１に要求し得る。　
　　　　　例示的なＭＵ逆方向許可
【００９６】
　[0124]上記で説明したように、ＡＰはＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ　Ａ－ＭＰＤＵを複数のＳ
ＴＡに送り得る。ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ　Ａ－ＭＰＤＵでは、ＡＰは、送信機会がＳＴＡ
に転送されることを示し得る。上記で説明したように、受信側ＳＴＡはＵＬ　ＭＵ－ＭＩ
ＭＯ／ＦＤＭＡをサポートし得、したがって、複数の受信側ＳＴＡは同時にＵＬ　ＭＵ　
ＰＰＤＵを送信し得る。いくつかの態様によれば、ＵＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵはデータまたは
確認応答を含んでいることがある。また、上記で説明したように、返答するために、ＳＴ
Ａが、返答のためにどんな送信モードおよびパラメータを使用すべきかをも知ることが望
ましいことがある。
【００９７】
　[0125]いくつかの態様によれば、ＡＰは、ＴＸＯＰが、たとえば、１つまたは複数のＳ
ＴＡに送られた各ＭＰＤＵのＭＡＣヘッダ中で、逆方向許可（ＲＤＧ）ビットによって受
信側ＳＴＡに許可されることを示し得る。いくつかの態様によれば、ＡＰは、ＳＴＡが、
ＭＵ－ＭＩＭＯ、ＵＬ　ＦＤＭＡ、またはその両方をサポートする場合（たとえば、ＨＥ
Ｗ　ＳＴＡ）、複数のＳＴＡについてＲＤＧビットを設定し得る。許可はまた、応答のた
めの送信モードおよびパラメータを指定し得る。いくつかの態様によれば、送信モードお
よびパラメータのインジケーションは、送信モードおよびパラメータを示すための上記で
説明したオプションのいずれかに従って搬送され得る。
【００９８】
　[0126]いくつかの態様によれば、複数のＳＴＡが関与するので、ＴＸＯＰは、ＳＴＡが
ＵＬ　ＰＰＤＵを送信した後にＡＰに戻され得る。
【００９９】
　[0127]図１６に、本開示のいくつかの態様による、ＲＤＧが各Ａ－ＭＰＤＵ中に含まれ
る、例示的なフレーム交換１５００を示す。図１６に示されているように、ＡＰは、それ
ぞれ、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１にアドレス指定され、各々がＭＡＣヘッダ中のＲＤＧビッ
ト（ＲＤＧ２およびＲＤＧ１）を有する、Ａ－ＭＰＤＵ１６０２および１６０４を有する
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ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡを送り得る。ＲＤＧビットは受信側ＳＴＡにＴＸＯＰを
許可し得る。したがって、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１はそれぞれ、それぞれ、ＵＬ　ＭＵ－
ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ１６０６および１６０８で応答し得る。いくつかの態様に
よれば、ＢＡ／ＡＣＫがＵＬ　ＰＰＤＵとアグリゲートされ得るか、または、代替的に、
別個のＰＳＤＵ１６１０がＡＣＫ／ＢＡとともに送られ得る。　
　　　　　ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡのための例示的な最適化
【０１００】
　[0128]オーバーヘッドコストが高い場合、アップリンクＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭ
Ａ通信の効率が制限され得る。たとえば、ＡＰは、各ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ送信のための
トリガとしてスペシャルサブフレームを使用し得、それにより、オーバーヘッドが増加し
得る。
【０１０１】
　[0129]本開示のいくつかの態様によれば、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＵＬ　ＦＤＭＡ
送信のためのオーバーヘッド低減のための手法が提供される。オーバーヘッド低減は、新
しいメッセージのためのプリアンブル時間およびフレーム間隔時間を節約し得る。一態様
では、オーバーヘッド低減は、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＤＬ－ＦＤＭＡパケットのア
グリゲートＡ－ＭＰＤＵ中のＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡスペシャルサブフレーム情
報のアグリゲーションを伴い得る。別の態様では、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡスペ
シャルサブフレーム情報は（たとえば、ＵＬデータを確認応答する）ダウンリンクＡＣＫ
とアグリゲートされ得る。スペシャルフレーム中のパラメータ情報がすでに通信されてい
る場合、スペシャルサブフレームは単にトリガとして働き得る。別の態様では、１つのス
ペシャルフレームは、複数のＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯパケットをスケジュールするために送
信され得る。　
　　　　　ブロードキャストＢＡによってトリガされる例示的なＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／
ＦＤＭＡ
【０１０２】
　[0130]図１７に、本開示のいくつかの態様による、スペシャルサブフレームが送信機会
の最初に送信される例示的なフレーム交換１７００を示す。図１７に示されているように
、ＡＰは、受信側ＳＴＡからの即時応答をトリガする（たとえば、懇請する）ためのＴＸ
ＯＰの最初にスペシャルフレーム１７０２を送信し得る。スペシャルサブフレームはまた
、ＴＸＯＰ時間全体の間のＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ送信のための応答パラメータ
を定義し得る。いくつかの態様によれば、ＳＴＡは、スペシャルサブフレームに応答して
パケットの第１のセットを送り得る。たとえば、受信側ＳＴＡはＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／
ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ１７０４および１７０６を送信し得る。図１７に示されているように
、ＡＰは、次いで、受信側ＳＴＡの同じセットからの別のＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭ
Ａ送信ためのトリガとして働く、別のＴＸＯＰを許可する、ブロック確認応答（ＢＡ）１
７０８で応答し得る。いくつかの態様によれば、ＡＰはＢＡをグループキャストし得る。
代替的に、ＡＰは、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡを使用してＢＡを送り得る。いくつ
かの態様によれば、ＢＡ中のビット（たとえば、ＲＤＧビット）が許可またはトリガとし
て使用され得る。いくつかの態様によれば、ＢＡは、スペシャルフレーム中のトークン番
号に一致するトークン番号を有し得る。図１７に示されているように、受信側ＳＴＡは、
たとえば、第１のスペシャルフレームによって定義される同じパラメータを使用して、Ｂ
Ａ１７０８の直後にＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ１７１０および１７１２
で応答し得る。いくつかの態様によれば、ＡＣＫ／ＢＡフレームをもつＵＬ　ＭＵ－ＭＩ
ＭＯ／ＦＤＭＡ送信をトリガするプロセスは連続的に所望の回数繰り返され得る。
【０１０３】
　[0131]いくつかの態様によれば、ＡＰは、送信機会内に、複数のＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ
パケットのための情報を含むスペシャルフレームを送信し得る。いくつかの態様によれば
、スペシャルフレームは、たとえば、異なる時間に、ＰＰＤＵを送信し得るＳＴＡグルー
プ（たとえば、ＵＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵグループ）を定義し得る。いくつかの態様によれば
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、スペシャルフレームは、グループがそれに従ってＰＰＤＵを送信し得る順序を指定し得
る。スペシャルフレームはまた、グループ中のＳＴＡによって使用されるべき送信モード
およびパラメータ（たとえば、持続時間、電力、空間ストリームなど）を指定し得る。代
替的に、ＳＴＡグループ、順序、および他のパラメータはあらかじめ定義され得る。　
　　　　　スペシャルフレームによってトリガされるＳＴＡの複数のセットによる例示的
なＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ
【０１０４】
　[0132]図１８に、本開示のいくつかの態様による、スペシャルフレームが、ＳＴＡの複
数のセットからの応答をトリガするための送信機会の最初に送信される、例示的なフレー
ム交換１８００を示す。図１８に示されているように、ＡＰは、ＳＴＡ２とＳＴＡ１とを
含むＳＴＡの第１のセットと、ＳＴＡ３とＳＴＡ４とを含むＳＴＡの第２のセットとを定
義するスペシャルフレーム１８０２を送り得る。ＳＴＡの第１のセット（ＳＴＡ２および
ＳＴＡ１）は、スペシャルフレームを受信した後に直ちに応答し得る。たとえば、ＳＴＡ
２およびＳＴＡ１は、それぞれ、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ１８０４お
よび１８０６を送り得る。ＡＰは、次いで、ＢＡ１８０８で応答し得る。いくつかの態様
によれば、ＢＡ１８０８は、次に進むことができるグループを示すカウンタを有し得る。
いくつかの態様によれば、ＢＡ１８０８は、ＴＸＯＰを次のセットに許可するビット（た
とえば、ＲＤＧビット）を有し得る。図１８に示されているように、ＳＴＡの第２のセッ
ト（ＳＴＡ３およびＳＴＡ４）はＢＡの後に応答し得る。たとえば、ＳＴＡ３およびＳＴ
Ａ４は、それぞれ、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵ１８１０および１８１２を送り得る
。いくつかの態様によれば、このフレーム交換は、所望の回数継続するかまたは繰り返し
得る。たとえば、図１８に示されているように、ＡＰは、次いで、第２のＢＡ１８１４を
送り得、その後、ＳＴＡの第３のセットが応答し得、以下同様である。
【０１０５】
　[0133]いくつかの態様によれば、スペシャルフレームは、たとえば、図１９に示されて
いるように、ＡＰからのＢＡなしに連続的に応答するためにＳＴＡの複数のセットをスケ
ジュールし得る。図１９に、本開示のいくつかの態様による、スペシャルフレーム１９０
２が、ＳＴＡの複数のセットからの応答をトリガするための送信機会の最初に送信される
、例示的なフレーム交換１９００を示す。図１９に示されているように、ＡＰがスペシャ
ルフレーム１９０２を送った後に、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１は、それぞれ、ＵＬ　ＭＵ－
ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵ１９０４および１９０６で応答し得、次いで、ＡＰがＢＡ１９１２を
送る前に、ＳＴＡ３およびＳＴＡ４は、それぞれ、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵ１９
０８および１９１０で応答し得る。図１９に示されている例では、送信するためにスケジ
ュールされたＳＴＡのセットは連続的に送信し得、各セットは、前のセットの送信をそれ
自体のためのトリガと見なす。ＡＰは、次いで、すべてのセットが送信し終わった後にＡ
ＣＫを送り得る。
【０１０６】
　[0134]いくつかの態様によれば、ＡＰがスペシャルフレームを送り、ＳＴＡの第１のセ
ットからアップリンクデータを受信した後、ＡＰは、ＳＴＡの第２のセットからの送信を
スケジュールするためにＢＡとアグリゲートされた、および図２０に示された第２のスペ
シャルフレームを送り得る。図２０に示されているように、ＡＰは、アップリンクデータ
のためにＳＴＡ２およびＳＴＡ１をスケジュールするスペシャルフレーム２００２を送り
得、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１は、それぞれ、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ
２００４および２００６を送ることによって応答し得る。いくつかの態様によれば、ＡＰ
は、次いで、ＳＴＡ３およびＳＴＡ４からの送信をスケジュールするために別のスペシャ
ルフレームとアグリゲートされたＢＡ２００８を送り得る。ＳＴＡ３およびＳＴＡ４は、
それぞれ、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ２０１０および２０１２を送るこ
とによって応答し得る。図２０に示されているように、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ
応答は、ＡＣＫ／ＢＡを送られているＳＴＡとは異なるセットのＳＴＡを対象とし得るＢ
Ａメッセージ中でアグリゲートされたスペシャルフレームを使用してトリガされ得る。い
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くつかの態様によれば、元のスペシャルフレーム中で示されたＳＴＡに基づいて、電力節
約強化が実施され得る。元のスペシャルフレームは、メッセージ中で識別されたＳＴＡの
みがＴＸＯＰ中に送信のためにスケジュールされ、それに応じて、識別されないＳＴＡは
、スリープまたは低電力モードに入り得ることを示し得る。
【０１０７】
　[0135]いくつかの態様によれば、スペシャルフレームはダウンリンクデータのＡ－ＭＰ
ＤＵにアグリゲートされ得、これは、そのデータを受信するＳＴＡに、それらが、次いで
、ダウンリンクデータの直後にアップリンク上で送信すべきであることを示す。送信はＭ
Ｕ－ＭＩＭＯまたはＦＤＭＡであり得る。いくつかの態様では、ダウンリンク送信がＭＵ
－ＭＩＭＯである場合、それに続くＵＬ送信はＭＵ－ＭＩＭＯであり、ダウンリンク送信
がＦＤＭＡである場合、それに続くＵＬ送信はＦＤＭＡである。スペシャルサブフレーム
情報は各ユーザについてＰＳＤＵ中に含まれ得る。スペシャルフレームは、Ａ－ＭＰＤＵ
中でアグリゲートされ、単一の局にアドレス指定され得る。スペシャルサブフレーム中の
情報はまた、デリミタのための新しいフォーマットが、これを可能にするために作成され
た場合、デリミタ中で送られ得る。スペシャルサブフレーム情報はまた、サービスフィー
ルド中に含まれ得る。図２１に、本開示のいくつかの態様による、スペシャルフレームが
、アップリンクデータをトリガするために各ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　Ａ－ＭＰ
ＤＵ中に含まれる、例示的なフレーム交換２１００を示す。図２１に示されているように
、ＡＰは、それぞれ、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１にアドレス指定され、各Ａ－ＭＰＤＵがス
ペシャルフレーム（ＣＴＸ２およびＣＴＸ１）とアグリゲートされる、Ａ－ＭＰＤＵ２１
０２および２１０４を有するＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡを送り得る。スペシャルフ
レームは受信側ＳＴＡをスケジュールし得る。したがって、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１はそ
れぞれ、それぞれ、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ２１０６および２１０８
で応答し得る。いくつかの態様によれば、ＢＡ／ＡＣＫがＵＬ　ＰＰＤＵとアグリゲート
され得るか、または、代替的に、別個のＰＳＤＵ２１１０がＡＣＫ／ＢＡとともに送られ
得る。
【０１０８】
　[0136]いくつかの態様によれば、受信側ＳＴＡは、図２２に示されているようにＡＰか
らのＤＬデータを確認応答するためにＡＣＫをＵＬデータとアグリゲートし得る。たとえ
ば、ＡＣＫはＡ－ＭＰＤＵ中で（たとえば、サービスフィールド中で）アグリゲートされ
得る。図２２に、本開示のいくつかの態様による、ＡＣＫがＵＬデータとアグリゲートさ
れる例示的なフレーム交換２２００を示す。図２２に示されているように、ＡＰは、それ
ぞれ、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１にアドレス指定され、各Ａ－ＭＰＤＵがスペシャルフレー
ム（ＣＴＸ２およびＣＴＸ１）とアグリゲートされる、Ａ－ＭＰＤＵ２２０２および２２
０４を有するＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡを送り得る。スペシャルフレームは受信側
ＳＴＡをスケジュールし得る。したがって、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１はそれぞれ、それぞ
れ、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ２２０６および２２０８で応答し得る。
いくつかの態様によれば、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ２２０６および２
２０８は、ＤＬデータ送信、Ａ－ＭＰＤＵ２２０２および２２０４に対応するＡＣＫとア
グリゲートされ得る。
【０１０９】
　[0137]図２３に、本開示のいくつかの態様による、ＵＬ　ＡＣＫがＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ中でアグリゲートされ、ＤＬ　ＡＣＫがＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／
ＦＤＭＡ　Ａ－ＭＰＤＵ中でアグリゲートされる、例示的なフレーム交換２３００を示す
。図２３に示されているように、ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡデータをスケ
ジュールするためにスペシャルフレーム２３０２を送り得る。受信側ＳＴＡ２およびＳＴ
Ａ１は、それぞれ、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ２３０４および２３０６
で応答し得る。別個のＢＡを送るのではなく、ＡＰは、ＳＴＡごとのアグリゲートされた
ＡＣＫとともにＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　Ａ－ＭＰＤＵ２３０８および２３１０
を送り得る。いくつかの態様によれば、ＡＣＫはサービスフィールド中に含まれ得る。
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【０１１０】
　[0138]いくつかの態様によれば、ＡＰは、さらに、ＵＬデータおよびＡＣＫのためにＳ
ＴＡをスケジュールするために、スペシャルフレームをＡＣＫおよびＤＬデータとアグリ
ゲートし得る。図２４に、本開示のいくつかの態様による、ＵＬ　ＡＣＫがＵＬ　ＭＵ－
ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ中でアグリゲートされ、ＤＬ　ＡＣＫおよびスペシャルフ
レームがＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　Ａ－ＭＰＤＵ中でアグリゲートされる、例示
的なフレーム交換を示す。図２４に示されているように、ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ
／ＦＤＭＡデータをスケジュールするためにスペシャルフレーム２４０２を送り得る。受
信側ＳＴＡ２およびＳＴＡ１は、それぞれ、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ
２４０４および２４０６で応答し得る。フレーム交換２３００の場合のように、別個のＢ
Ａを送るのではなく、ＡＰは、ＳＴＡごとのアグリゲートされたＡＣＫとともにＤＬ　Ｍ
Ｕ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　Ａ－ＭＰＤＵ２４０８および２４１０を送り得る。いくつかの
態様によれば、ＡＰは、さらに、別のＴＸＯＰのためにＳＴＡをスケジュールするために
、ＳＴＡごとのスペシャルフレームを各ＡＣＫおよびＡ－ＭＰＤＵとアグリゲートし得る
。したがって、ＳＴＡ２およびＳＴＡ１は、各ＰＰＤＵ中でＳＴＡごとのＡＣＫとアグリ
ゲートされる、それぞれ、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＦＤＭＡ　ＰＰＤＵ２４１２および２
４１２で応答し得る。図２４に示されているように、アップリンクＭＵパケットとダウン
リンクＭＵパケットとが互いに連結され得る。ダウンリンクＭＵパケットは、前のＵＬ　
ＭＵパケットに対するＡＣＫならびに後続のＵＬ　ＭＵ送信を開始するためのインジケー
ションを含み得、ＡＣＫは、アップリンクとダウンリンクの両方においてデータとアグリ
ゲートされ得る。いくつかの態様によれば、スペシャルフレーム２４０２はＵＬ　ＭＵパ
ケットのすべてをセットアップし得、ＤＬ　Ａ－ＭＰＤＵ２４０８および２４１０中のア
グリゲートされたスペシャルフレームはトリガとして働くにすぎないことがある。いくつ
かの態様によれば、ＤＬ　Ａ－ＭＰＤＵ中のスペシャルフレームは、今度のアップリンク
ＭＵパケットのためのパラメータを指定し得る。たとえば、ＤＬ　Ａ－ＭＰＤＵ中のスペ
シャルフレームは、限定はしないが、持続時間または空間ストリームの数を指定し得る。
【０１１１】
　[0139]図２５に、本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信のための例示的な動
作２５００を示す。動作２５００は、たとえば、アクセスポイント（たとえば、ＡＰ１１
０）によって実行され得る。動作２５００は、２５０２において、複数のデバイス（たと
えば、ＶＨＴ　ＳＴＡ）が第１の能力を有する（たとえば、ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＦＤＭ
Ａをサポートする）と決定することによって開始し得る。たとえば、ＡＰは、複数のデバ
イスの各々から、第１の能力のためのサポートを示す能力情報要素（ＩＥ）（たとえば、
ＶＨＴ能力ＩＥ）を受信し得る。
【０１１２】
　[0140]２５０４において、ＡＰは、複数のデバイスからの即時応答を懇請するＭＵパケ
ットを生成し、ここにおいて、即時応答はＡＣＫまたはＢＡを備える。いくつかの態様に
よれば、ＭＵパケットは、即時応答を送るためにＳＵ　ＭＩＭＯ、ＭＵ　ＭＩＭＯ、また
はＦＤＭＡを使用するための応答タイプインジケーションを複数のデバイスの各々に与え
得る。例示的な実装形態では、ＭＵパケットは複数のＭＰＤＵを含み得、各ＭＰＤＵは複
数のデバイスのうちの異なるデバイスにアドレス指定され、応答タイプインジケーション
は、各ＭＰＤＵのＱｏＳ制御フィールド、各ＭＰＤＵのＦＣフィールド、ＭＰＤＵに先行
するＡ－ＭＰＤＵデリミタ、または拡張ＭＡＣヘッダ中で与えられ得る。代替的に、ＭＵ
パケットは１つまたは複数のＰＳＤＵを含み得、各ＰＳＤＵは複数のデバイスのうちの異
なるデバイスにアドレス指定され、応答タイプインジケーションはＰＳＤＵのサービスフ
ィールド中で与えられ得る。また別の代替では、応答タイプインジケーションはＭＵパケ
ットのＰＨＹヘッダ中で与えられ得る。また別の代替では、応答タイプは、Ａ－ＭＰＤＵ
中のスペシャルフレームの存在によって示され得る。また別の代替では、ＭＵパケットは
１つまたは複数のグループＩＤを含み得、１つまたは複数のグループＩＤの各々は、応答
タイプインジケーションが１つまたは複数のグループＩＤによって暗黙的に与えられるよ
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うに、即時応答を送るためにＳＵ　ＭＩＭＯを使用すべきなのか、ＭＵ　ＭＩＭＯを使用
すべきなのか、ＭＵ　ＦＤＭＡを使用すべきなのかに関連する。また別の代替では、ＡＰ
は、スペシャルフレームを生成し、ＭＵパケットの後の送信のためにスペシャルフレーム
を出力し得、応答タイプインジケーションはスペシャルフレーム中で与えられ得る。いく
つかの態様によれば、ＭＵ　ＭＩＭＯまたはＭＵ　ＦＤＭＡを使用して即時を送るために
使用すべき１つまたは複数のパラメータ（たとえば、使用すべき空間ストリーム、チャネ
ル、持続時間、送信電力）のインジケーションが、応答タイプインジケーションを明示的
にまたは暗黙的に与えるための上記で説明した代替のいずれか（たとえば、グループＩＤ
、スペシャルフレーム、ＭＰＤＵフィールド、ＰＨＹヘッダ）に従って与えられ得る。
【０１１３】
　[0141]別の例示的な実装形態では、第１のＭＵパケットは（たとえば、Ａ－ＭＰＤＵと
アグリゲートされた）１つまたは複数のＢＡＲフレームを含み得る。各ＢＡＲフレームは
、１つまたは複数のデバイスにアドレス指定され得、ＢＡＲフレーム中でアドレス指定さ
れた１つまたは複数のデバイスからのＢＡを懇請する。応答タイプインジケーションおよ
びパラメータのインジケーションは各ＢＡＲフレーム中に含まれ得る。代替的に、ＡＰは
、ＢＡＲフレームを生成し、ＭＵパケットの送信に続く送信のためにＢＡＲフレームを出
力し得る。いくつかの態様によれば、ＢＡＲフレームは、複数のデバイスのうちの複数の
異なるデバイスにアドレス指定されたマルチＳＴＡ　ＢＡＲフレーム（たとえば、ＴＩＤ
　ＢＡＲフレーム）であり得る。
【０１１４】
　[0142]また別の例示的な実装形態では、各Ａ－ＭＰＤＵは、Ａ－ＭＰＤＵ中でアドレス
指定されたデバイスからの即時応答を懇請するＲＤＧビットを有し得る。いくつかの態様
によれば、ＲＤＧは応答タイプインジケーションおよびパラメータのインジケーションを
与え得る。
【０１１５】
　[0143]２５０６において、ＡＰは、送信のためにＭＵパケットを出力する。
【０１１６】
　[0144]いくつかの態様によれば、ＡＰは、複数のデバイスからの即時応答を懇請しない
第２のＭＵパケットを生成し、送信のために第２のＭＵパケットを出力し得る。ＡＰは、
１つまたは複数の他のデバイスが第１の能力を欠くと決定し、１つまたは複数の他のデバ
イスのうちの多くとも単一のデバイスからの即時応答を懇請する第３のＭＵパケットを生
成し、送信のために第３のＭＵパケットを出力し得る。いくつかの態様によれば、ＡＰは
、１つまたは複数の他のデバイスが第１の能力を欠くと決定し、複数のデバイスあるいは
１つまたは複数の他のデバイスのいずれかからの即時応答を懇請しない第４のＭＵパケッ
トを生成し、送信のために第４のＭＵパケットを出力し得る。いくつかの態様によれば、
ＡＰは、複数のＡ－ＭＰＤＵを含む複数のデバイスの各々からのＭＵパケットを受信し得
、各Ａ－ＭＰＤＵは、ＭＵパケットに関連するＡＣＫを有する。ＡＰは、ＡＰによって送
られたＭＵパケットが各デバイスにおいて正常に受信されたことを確認するために、受信
されたＭＵパケットを処理し得る。
【０１１７】
　[0145]図２６に、本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信のための例示的な動
作２６００を示す。動作２６００は、たとえば、アクセスポイント（たとえば、ＡＰ１１
０）によって実行され得る。動作２６００は、２６０２において、複数のデバイス（たと
えば、ＶＨＴ　ＳＴＡ）が第１の能力（たとえば、ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＭＵ　ＦＤＭＡ
ためのサポート）を有すると決定することによって開始し得る。たとえば、ＡＰは、複数
のデバイスの各々から、第１の能力のためのサポートを示すＩＥ（たとえば、ＶＨＴ能力
ＩＥ）を受信し得る。
【０１１８】
　[0146]２６０４において、ＡＰは、複数デバイスの第１のセットの各々からの第１の即
時応答を懇請する第１のＭＵパケットを生成する。いくつかの態様によれば、第１のＭＵ
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パケットはスペシャルフレームである。スペシャルフレームは、懇請された即時応答のた
めに、または送信機会におけるすべての応答のために使用すべき応答タイプ（たとえば、
ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＭＵ　ＦＤＭＡ）と応答パラメータ（たとえば、空間ストリーム、
チャネル、持続時間、および／または送信電力）とを示し得る。スペシャルフレームは、
懇請されたデバイスのグループを示し得、局のグループが応答するための順序をも示し得
る。スペシャルフレームは、スケジュールされないデバイスがスリープし得るように、デ
バイスのどのグループが、送信するためにスケジュールされるかを示し得る。スペシャル
フレームは（たとえば、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵまたはＤＬ　ＭＵ　ＦＤＭＡ　
ＰＰＤＵ中で）ＤＬデータとアグリゲートされ得る。いくつかの態様によれば、即時応答
は、ＤＬデータが正常に受信されたかどうか示すアグリゲートされたＡＣＫを含み得る。
【０１１９】
　[0147]２６０６において、ＡＰは、（たとえば、デバイスの第１のセットと同じである
かまたはそれとは異なり得る）複数のデバイスの第２のセットの各々からの第２の即時応
答を懇請する第２のＭＵパケットを生成し、ここにおいて、第２のＭＵパケットは第１の
ＭＵパケットとは異なる。いくつかの態様によれば、第１および第２の即時応答はＵＬ　
ＭＵ　ＭＩＭＯまたはＵＬ　ＦＤＭＡデータフレーム（たとえば、Ａ－ＭＰＤＵ）であり
得る。いくつかの態様によれば、第２のＭＵパケットは、（たとえば、ＲＤＧビットを使
用して）前の即時応答が正常に受信されたかどうかを示すＢＡ（たとえば、グループキャ
ストまたはＤＬ　ＭＵ）であり得る。第２のＭＵパケットは、第１のＭＵパケットに関連
するトークン番号に一致するトークン番号を有し得る。スペシャルフレームが局のグルー
プための送信順序を示す場合、第２のパケットは、どのグループが次に送信すべきである
かを決定するためのカウンタを含み得る。いくつかの態様によれば、ＢＡはまた、スペシ
ャルフレームとアグリゲートされ得る。
【０１２０】
　[0148]２６０８において、ＡＰは、送信のために第１のＭＵパケットと第２のＭＵパケ
ットとを出力する。
【０１２１】
　[0149]上記で説明した方法の様々な動作は、対応する機能を実行することが可能な任意
の好適な手段によって実行され得る。それらの手段は、限定はしないが、回路、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、様々な（１つまたは複数の）ハー
ドウェアおよび／またはソフトウェア構成要素および／またはモジュールを含み得る。概
して、図に示された動作がある場合、それらの動作は、同様の番号をもつ対応するカウン
ターパートのミーンズプラスファンクション構成要素を有し得る。たとえば、図２５に示
された動作２５００は図２５Ａの手段２５００Ａに対応し、図２６に示された動作２６０
０は図２６Ａの手段２６００Ａに対応する。
【０１２２】
　[0150]たとえば、送信するための手段は、図２に示されたアクセスポイント１１０の送
信機（たとえば、送信機ユニット２２２）および／または（１つまたは複数の）アンテナ
２２４、あるいは図３に示された送信機３１０および／または（１つまたは複数の）アン
テナ３１６を備え得る。受信するための手段は、図２に示されたアクセスポイント１１０
の受信機（たとえば、受信機ユニット２２２）および／または（１つまたは複数の）アン
テナ２２４、あるいは図３に示された受信機３１２および／または（１つまたは複数の）
アンテナ３１６を備え得る。
【０１２３】
　[0151]ある場合には、フレームを実際に送信するのではなく、デバイスは、送信のため
にフレームを出力するためのインターフェースを有し得る。たとえば、プロセッサは、バ
スインターフェースを介して、送信のためにＲＦフロントエンドにフレームを出力し得る
。同様に、フレームを実際に受信するのではなく、デバイスは、別のデバイスから受信さ
れたフレームを取得するためのインターフェースを有し得る。たとえば、プロセッサは、
バスインターフェースを介して、送信のためにＲＦフロントエンドからフレームを取得（
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または受信）し得る。
【０１２４】
　[0152]処理するための手段、生成するための手段、出力するための手段、および／また
は決定するための手段は、図２に示されたアクセスポイント１１０のＲＸデータプロセッ
サ２４２、ＴＸデータプロセッサ２１０、および／またはコントローラ２３０、あるいは
図３に描かれたプロセッサ３０４および／またはＤＳＰ３２０など、１つまたは複数のプ
ロセッサを含み得る、処理システムを備え得る。
【０１２５】
　[0153]本明細書で使用する「決定すること」という用語は、多種多様なアクションを包
含する。たとえば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理すること、
導出すること、調査すること、探索すること（たとえば、テーブル、データベースまたは
別のデータ構造で探索すること）、確認することなどを含み得る。また、「決定すること
」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセスすること（たとえば、
メモリ中のデータにアクセスすること）などを含み得る。また、「決定すること」は、解
決すること、選択すること、選定すること、確立することなどを含み得る。
【０１２６】
　[0154]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、単
一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、また
はｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ
－ｃ、ならびに複数の同じ要素をもつ任意の組合せ（たとえば、ａ－ａ、ａ－ａ－ａ、ａ
－ａ－ｂ、ａ－ａ－ｃ、ａ－ｂ－ｂ、ａ－ｃ－ｃ、ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｃ、ｃ
－ｃ、およびｃ－ｃ－ｃ、またはａ、ｂ、およびｃの任意の他の順序）を包含するものと
する。
【０１２７】
　[0155]本開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブ
ル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合
せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが
、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコント
ローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、計算デバイスの組合せ、たとえ
ば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと
連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成とし
て実装され得る。
【０１２８】
　[0156]本開示に関連して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェア
で直接実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実施され
るか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、当技術分野
で知られている任意の形態の記憶媒体中に常駐し得る。使用され得る記憶媒体のいくつか
の例としては、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、フラ
ッシュメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハード
ディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭなどがある。ソフトウェアモジュールは
、単一の命令、または多数の命令を備え得、いくつかの異なるコードセグメント上で、異
なるプログラム間で、および複数の記憶媒体にわたって分散され得る。記憶媒体は、プロ
セッサがその記憶媒体から情報を読み取ることができ、その記憶媒体に情報を書き込むこ
とができるように、プロセッサに結合され得る。代替として、記憶媒体はプロセッサと一
体であり得る。
【０１２９】
　[0157]本明細書で開示する方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数のス
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テップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、特許
請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたはア
クションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクションの
順序および／または使用は特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【０１３０】
　[0158]説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれら
の任意の組合せで実装され得る。ハードウェアで実装した場合、例示的なハードウェア構
成はワイヤレスノード中に処理システムを備え得る。処理システムは、バスアーキテクチ
ャを用いて実装され得る。バスは、処理システムの特定の適用例および全体的な設計制約
に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る。バスは、プロセッサと、
機械可読媒体と、バスインターフェースとを含む様々な回路を互いにリンクし得る。バス
インターフェースは、ネットワークアダプタを、特に、バスを介して処理システムに接続
するために使用され得る。ネットワークアダプタは、ＰＨＹレイヤの信号処理機能を実装
するために使用され得る。ユーザ端末１２０（図１参照）の場合、ユーザインターフェー
ス（たとえば、キーパッド、ディスプレイ、マウス、ジョイスティックなど）もバスに接
続され得る。バスはまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、電力管理回路など
の様々な他の回路をリンクし得るが、それらは当技術分野でよく知られており、したがっ
てこれ以上は説明されない。
【０１３１】
　[0159]プロセッサは、機械可読媒体に記憶されたソフトウェアの実行を含む、バスおよ
び一般的な処理を管理することを担当し得る。プロセッサは、１つまたは複数の汎用およ
び／または専用プロセッサを用いて実装され得る。例としては、マイクロプロセッサ、マ
イクロコントローラ、ＤＳＰプロセッサ、およびソフトウェアを実行することができる他
の回路がある。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイク
ロコード、ハードウェア記述言語などの名称にかかわらず、命令、データ、またはそれら
の任意の組合せを意味すると広く解釈されたい。機械可読媒体は、例として、ＲＡＭ（ラ
ンダムアクセスメモリ）、フラッシュメモリ、ＲＯＭ（読取り専用メモリ）、ＰＲＯＭ（
プログラマブル読取り専用メモリ）、ＥＰＲＯＭ（消去可能プログラマブル読取り専用メ
モリ）、ＥＥＰＲＯＭ（電気消去可能プログラマブル読取り専用メモリ）、レジスタ、磁
気ディスク、光ディスク、ハードドライブ、または他の好適な記憶媒体、あるいはそれら
の任意の組合せを含み得る。機械可読媒体はコンピュータプログラム製品において実施さ
れ得る。コンピュータプログラム製品はパッケージング材料を備え得る。
【０１３２】
　[0160]ハードウェア実装形態では、機械可読媒体は、プロセッサとは別個の処理システ
ムの一部であり得る。しかしながら、当業者なら容易に理解するように、機械可読媒体ま
たはその任意の部分は処理システムの外部にあり得る。例として、機械可読媒体は、すべ
てバスインターフェースを介してプロセッサによってアクセスされ得る、伝送線路、デー
タによって変調された搬送波、および／またはワイヤレスノードとは別個のコンピュータ
製品を含み得る。代替的に、または追加として、機械可読媒体またはその任意の部分は、
キャッシュおよび／または汎用レジスタファイルがそうであり得るように、プロセッサに
統合され得る。
【０１３３】
　[0161]処理システムは、すべて外部バスアーキテクチャを介して他のサポート回路と互
いにリンクされる、プロセッサ機能を提供する１つまたは複数のマイクロプロセッサと、
機械可読媒体の少なくとも一部を提供する外部メモリとをもつ汎用処理システムとして構
成され得る。代替的に、処理システムは、プロセッサをもつＡＳＩＣ（特定用途向け集積
回路）と、バスインターフェースと、アクセス端末）の場合はユーザインターフェースと
、サポート回路と、単一のチップに統合された機械可読媒体の少なくとも一部分とを用い
て、あるいは１つまたは複数のＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）、Ｐ
ＬＤ（プログラマブル論理デバイス）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハー
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ドウェア構成要素、もしくは他の好適な回路、または本開示全体にわたって説明した様々
な機能を実行することができる回路の任意の組合せを用いて、実装され得る。当業者なら
、特定の適用例と、全体的なシステムに課される全体的な設計制約とに応じて、どのよう
にしたら処理システムについて説明した機能を最も良く実装し得るかを理解されよう。
【０１３４】
　[0162]機械可読媒体はいくつかのソフトウェアモジュールを備え得る。ソフトウェアモ
ジュールは、プロセッサによって実行されたときに、処理システムに様々な機能を実行さ
せる命令を含む。ソフトウェアモジュールは、送信モジュールと受信モジュールとを含み
得る。各ソフトウェアモジュールは、単一の記憶デバイス中に常駐するか、または複数の
記憶デバイスにわたって分散され得る。例として、トリガイベントが発生したとき、ソフ
トウェアモジュールがハードドライブからＲＡＭにロードされ得る。ソフトウェアモジュ
ールの実行中、プロセッサは、アクセス速度を高めるために、命令のいくつかをキャッシ
ュにロードし得る。次いで、１つまたは複数のキャッシュラインが、プロセッサによる実
行のために汎用レジスタファイルにロードされ得る。以下でソフトウェアモジュールの機
能に言及する場合、そのような機能は、そのソフトウェアモジュールからの命令を実行し
たときにプロセッサによって実装されることが理解されよう。
【０１３５】
　[0163]ソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードと
してコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送
信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラ
ムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体
の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒
体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクスト
レージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望
のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによってアク
セスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュー
タ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバー
ケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線（ＩＲ）、無線
、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他
のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイスト
ペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の
定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コン
パクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク
（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディス
ク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk
）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的
に再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は非一時的コンピ
ュータ可読媒体（たとえば、有形媒体）を備え得る。さらに、他の態様では、コンピュー
タ可読媒体は、一時的なコンピュータ可読媒体（たとえば、信号）を備え得る。上記の組
合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１３６】
　[0164]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示した動作を実行するためのコン
ピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム製品
は、本明細書で説明した動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによって実行
可能である命令をその上に記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体
を備え得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケージング材料を
含み得る。
【０１３７】
　[0165]さらに、本明細書で説明した方法および技法を実行するためのモジュールおよび
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／または他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によって
ダウンロードされ、および／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たとえ
ば、そのようなデバイスは、本明細書で説明した方法を実行するための手段の転送を可能
にするためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明した様々な方法は、ユー
ザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは与えると様々な方
法を得ることができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディス
ク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）によって提供され得る。
その上、本明細書で説明した方法および技法をデバイスに提供するための任意の他の好適
な技法が利用され得る。
【０１３８】
　[0166]特許請求の範囲は、上記で示した厳密な構成および構成要素に限定されないこと
を理解されたい。上記で説明した方法および装置の構成、動作および詳細において、特許
請求の範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　　複数のデバイスが第１の能力を有すると決定することと、
　　前記複数のデバイスの第１のセットの各々からの第１の即時応答を懇請する第１のマ
ルチユーザ（ＭＵ）パケットを生成することと、
　　前記複数のデバイスの第２のセットの各々からの第２の即時応答を懇請する第２のＭ
Ｕパケットを生成すること、ここにおいて、前記第２のＭＵパケットは、前記第１のＭＵ
パケットとは異なる、と
　を行うように構成された処理システムと、
　送信のために前記第１のＭＵパケットと前記第２のＭＵパケットとを出力するように構
成されたインターフェースと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　［Ｃ２］
　前記第１の能力は、ＭＵ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）または周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）のうちの少なくとも１つのためのサポートを備える、
　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ３］
　前記第１のＭＵパケットは、スペシャルフレームを備える、
　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ４］
　前記スペシャルフレームは、前記第１の即時応答と前記第２の即時応答とを送るために
シングルユーザ（ＳＵ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）、マルチユーザ（ＭＵ）ＭＩＭＯ、ま
たは周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）を使用するための応答タイプを前記デバイスの第１
のセットおよび前記デバイスの第２のセットの各々に示す、
　Ｃ３に記載の装置。
　［Ｃ５］
　前記スペシャルフレームは、前記応答タイプインジケーションが前記第１の即時応答ま
たは前記第２の即時応答のためにＭＵ　ＭＩＭＯまたはＭＵ　ＦＤＭＡを使用することを
示す場合、前記第１の即時応答または前記第２の即時応答を送るために使用すべき１つま
たは複数のパラメータを示す、
　Ｃ４に記載の装置。
　［Ｃ６］
　１つまたは複数のパラメータの前記インジケーションは、使用すべき１つまたは複数の
空間ストリーム、使用すべき１つまたは複数のチャネル、使用すべき持続時間、あるいは
使用すべき送信電力のうちの少なくとも１つのインジケーションを備える、
　Ｃ５に記載の装置。
　［Ｃ７］
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　前記第１の即時応答は、デバイスの前記第１のセットの各々からの第１のＭＵ　ＭＩＭ
ＯまたはＦＤＭＡデータフレームを備え、前記第２の即時応答は、デバイスの前記第２の
セットの各々からの第２のＭＵ　ＭＩＭＯまたはＦＤＭＡデータフレームを備える、
　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ８］
　前記第２のＭＵパケットは、ブロック確認応答（ＢＡ）を備え、
　前記ＢＡは、デバイスの前記第１のセットの各々からの前記即時応答が正常に受信され
たかどうかを示す、
　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ９］
　前記インターフェースは、ＭＵ　ＭＩＭＯまたはＦＤＭＡを使用してグループキャスト
または送信のために前記ＢＡを出力するように構成される、
　Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１０］
　前記第２のＭＵパケット中のビットは、前記即時応答を懇請する、
　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ１１］
　前記ビットは、逆方向許可（ＲＤＧ）を備える、
　Ｃ１０に記載の装置。
　［Ｃ１２］
　前記第２のＭＵパケットは、前記第１のＭＵパケットに関連するトークン番号に一致す
るトークン番号を有する、
　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ１３］
　前記デバイスの第１のセットと前記デバイスの第２のセットとは、同じである、
　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ１４］
　前記デバイスの第１のセットと前記デバイスの第２のセットとは、異なる、
　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ１５］
　前記スペシャルフレームは、前記デバイスの第１のセットと前記デバイスの第２のセッ
トとを示す、
　Ｃ３に記載の装置。
　［Ｃ１６］
　前記スペシャルフレームは、前記デバイスの第１のセットと前記デバイスの第２のセッ
トとの順序を示す、
　Ｃ１５に記載の装置。
　［Ｃ１７］
　前記第２のＭＵパケットは、前記デバイスの第１のセットまたは前記デバイスの第２の
セットが前記即時応答を送信することができるかどうかを示すカウンタを含む、
　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ１８］
　前記第１のＭＵパケットは、前記複数デバイスのうちの第３のセットからの第３の即時
応答を懇請する、
　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　前記第２のＭＵパケットがブロック確認応答（ＢＡ）を備え、
　前記ＢＡは、デバイスの前記第１のセットおよびデバイスの前記第３のセットの各々か
らの前記即時応答が正常に受信されたかどうかを示す、
　Ｃ１８に記載の装置。
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　［Ｃ２０］
　前記スペシャルフレームは、前記第１の即時応答を送るためにシングルユーザ（ＳＵ）
多入力多出力（ＭＩＭＯ）、マルチユーザ（ＭＵ）ＭＩＭＯ、または周波数分割多元接続
（ＦＤＭＡ）を使用するための応答タイプをデバイスの前記第１のセットの各々に示し、
　前記第２のＭＵパケットが、ブロック確認応答（ＢＡ）とアグリゲートされた他のスペ
シャルフレームを備え、
　前記他のスペシャルフレームは、前記第２の即時応答を送るためにＳＵ　ＭＩＭＯ、Ｍ
Ｕ　ＭＩＭＯ、またはＦＤＭＡを使用するための応答タイプをデバイスの前記第２のセッ
トの各々に示す、
　Ｃ３に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記スペシャルフレームは、前記応答タイプインジケーションが前記第１の即時応答の
ためにＭＵ　ＭＩＭＯまたはＭＵ　ＦＤＭＡを使用することを示す場合、前記第１の即時
応答を送るために使用すべき１つまたは複数のパラメータを示し、
　前記他のスペシャルフレームは、前記応答タイプインジケーションが前記第２の即時応
答のためにＭＵ　ＭＩＭＯまたはＭＵ　ＦＤＭＡを使用することを示す場合、前記第２の
即時応答を送るために使用すべき１つまたは複数のパラメータを示す、
　Ｃ２０に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　１つまたは複数のパラメータの前記インジケーションは、使用すべき１つまたは複数の
空間ストリーム、使用すべき１つまたは複数のチャネル、使用すべき持続時間、あるいは
使用すべき送信電力のうちの少なくとも１つのインジケーションを備える、
　Ｃ２１に記載の装置。
　［Ｃ２３］
　前記スペシャルフレームは、前記局の第２のセットがスケジュールされるかどうかを示
す、
　Ｃ３に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　前記第１のＭＵパケットを生成することは、スペシャルフレームをそれの中に含むＭＵ
多入力多出力（ＭＩＭＯ）アグリゲート媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルデータユ
ニット（Ａ－ＭＰＤＵ）を生成することを備える、
　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ２５］
　前記第１の即時応答は、デバイスの前記第１のセットの各々からの第１のＭＵ　ＭＩＭ
ＯまたはＦＤＭＡデータフレームを備え、
　各ＭＵ　ＭＩＭＯまたはＦＤＭＡデータフレームは、前記スペシャルフレームを含む前
記ＭＵ　ＭＩＭＯ　Ａ－ＭＰＤＵが正常に受信されたかどうか示す確認応答（ＡＣＫ）を
備える、
　Ｃ２４に記載の装置。
　［Ｃ２６］
　前記第２のＭＵパケットは、デバイスの前記第２のセットの各々のためのＭＵ多入力多
出力（ＭＩＭＯ）アグリゲート媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルデータユニット（
Ａ－ＭＰＤＵ）を備え、
　各ＭＵ　ＭＩＭＯ　Ａ－ＭＰＤＵは、前記第１の即時応答が前記第１のセット中の前記
デバイスのうちの１つから正常に受信されたかどうかを示す確認応答（ＡＣＫ）を含む、
　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ２７］
　前記複数のデバイスが前記第１の能力を有すると決定することは、前記複数のデバイス
の各々から、前記第１の能力のためのサポートを示す情報要素（ＩＥ）を受信することを
備える、
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　Ｃ１に記載の装置。
　［Ｃ２８］
　複数のデバイスが第１の能力を有すると決定することと、
　前記複数のデバイスの第１のセットの各々からの第１の即時応答を懇請する第１のマル
チユーザ（ＭＵ）パケットを生成することと、
　前記複数のデバイスの第２のセットの各々からの第２の即時応答を懇請する第２のＭＵ
パケットを生成すること、ここにおいて、前記第２のＭＵパケットが前記第１のＭＵパケ
ットとは異なる、と、
　送信のために前記第１のＭＵパケットと前記第２のＭＵパケットとを出力することと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
　［Ｃ２９］
　複数のデバイスが第１の能力を有すると決定するための手段と、
　前記複数のデバイスの第１のセットの各々からの第１の即時応答を懇請する第１のマル
チユーザ（ＭＵ）パケットを生成するための手段と、
　前記複数のデバイスの第２のセットの各々からの第２の即時応答を懇請する第２のＭＵ
パケットを生成するための手段、ここにおいて、前記第２のＭＵパケットが前記第１のＭ
Ｕパケットとは異なる、と、
　送信のために前記第１のＭＵパケットと前記第２のＭＵパケットとを出力するための手
段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　［Ｃ３０］
　少なくとも１つのアンテナと、
　　複数のデバイスが第１の能力を有すると決定することと、
　　前記複数のデバイスの第１のセットの各々からの第１の即時応答を懇請する第１のマ
ルチユーザ（ＭＵ）パケットを生成することと、
　　前記複数のデバイスの第２のセットの各々からの第２の即時応答を懇請する第２のＭ
Ｕパケットを生成すること、ここにおいて、前記第２のＭＵパケットが前記第１のＭＵパ
ケットとは異なる、と
　を行うように構成された処理システムと、
　前記少なくとも１つのアンテナを介して、前記第１のＭＵパケットと前記第２のＭＵと
を送信するように構成された送信機と
を備える、アクセスポイント（ＡＰ）。
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